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スポーツマネジメント人材育成事業  「教本」制作に寄せて
─ 監修者からのメッセージ ─

一般社団法人 スポーツ・ラボ仙台

理事長　児玉　聡

仙台・宮城は、この20年で“スポーツ”を生か

したまちづくりにおいて、確かな成果を上げて

きました。それは、行政、民間、そして市民が連

携し、幅広い分野で地道な努力を重ねてきた

結果であると考えています。

宮城県内では、2001年のみやぎ国体を契

機としてスポーツ施設およびその周辺環境が

整備され、2005年には楽天イーグルス、仙台

89ERSが誕生しました。これにより、地域にお

ける「スポーツ」を取り巻く空気は一気に変化

しました。

ここであえて“　”で括っている“スポーツ”と

は、単なる競技や運動を指すものではありませ

ん。産業、文化、そしてまちづくりを含む、より広

い概念として捉えるべきものであると考えてい

ます。

東日本大震災後、プロスポーツが持つ力の

大きさを改めて実感しました。特に、2011年4月

29日に実施された「復興キックオフデー」は、今

もなお強く印象に残る特別な一日です。その力

を引き出すことができた背景には、地域そのも

ののチカラがあったと言えます。

現在、プロ球団と地域との関係は、相互に成

長・発展を遂げています。一方で、いくつかの

課題も見え始めています。なかでも、「継続性」

や「進化する力」という観点において、懸念を抱

いています。

加えて、関係者や関係組織の活動のあり方

も変化しています。具体的には、長年関わって

きた関係者が定年などを迎え第一線を退き始

めていること、また行政を中心とした度重なる

異動により、十分な引き継ぎがなされていない

状況が挙げられます。その結果、意識やノウハウ、

ネットワークが途切れ始めているように見受け

られます。

関係者の記憶や関連する記録がまだ残って

いる今こそ、「スポーツをどのようにまちの活性

化に生かしてきたのか」というストーリーを、ス

ポーツクロニクルとして整理しておくべきでは

ないでしょうか。曖昧な思い出話ではなく、公

式記録や資料など、事実関係を裏付ける形で

まとめることが重要です。そのためには、資料の

発掘作業が不可欠となります。

実際、急がなければ廃棄されてしまう資料も

増えつつあります。一般公開が難しいものもあ

るでしょう。しかし、それらは当事者にとっては

貴重な知見であり、ノウハウです。まさに、次世

代へ引き継ぐべき財産であり、非公開版として

でも体系的に整備していく価値があると考えて

います。

今回、「スポーツマネジメント人材育成事業」

の一環として、スポーツクロニクルを基にした

「“スポーツ”人材育成マニュアル」の作成を試

みました。スポーツクロニクルとして多くのテー

マを掲げることができますが、今年度は「プロ

球団の官民支援組織」「スポーツボランティア」

「優勝パレード」の三つをテーマとした研修教

本を作成しました。

なお、取り上げるべきテーマは他にも数多く

残っていますし、今回扱った三つのテーマにつ

いても、さらなる各論が存在します。加えて、現

在進行形の事例もあるでしょう。スポーツクロ

ニクルの取り組みは、一過性のものではなく、

今後も継続していく必要があります。そして継承

しなければなりません。
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第1章	 楽天イーグルス優勝パレードが震災後の地域を盛り上げる
	 ［執筆者：児玉 聡］

第1節 優勝パレード？ 誰がどうやって？

1.優勝パレードの可能性を考え始める
2013年のセ・パ交流戦で東北楽天ゴールデ

ンイーグルス（以下、「楽天イーグルス」）は第2

位の好成績だった。シーズン前半戦を終え、47

勝35敗とし、球団創設9年目で初めて首位で

折り返した。

オールスター戦を終えてシーズン後半戦を

展望する声に“楽天の初V”という言葉が出始

めたのは7月末だった。例年、楽天野球団では、

この時期「クライマックスシリーズ企画」という

営業企画を遠慮がちに売り始めるのだが、これ

まで“優勝”という文字は誰も連想したことがな

かったものの、この年ばかりは少し違っていた。

8月8日付の河北新報紙面に「楽天 初Vへ

エール募集」の社告が掲載された。8月11日付

の紙面では、「Kスタ※12000席増設へ・・・CS、

日本シリーズ対応」の記事が載った。9月の主

催試合から使用できるよう現在の23,451席を

25,000席超に増設する計画だという。これは

仮設の臨時席で総工費は約4,000万円が見

込まれている。

8月13日付の紙面では「10月までにさらに

3000席・・・計画発表」と報じられた。

なお、Kスタ宮城の観客席数をめぐっては、

日本シリーズ開催時の収入減を懸念するNPB

が、球団に対し28,000席に増やすよう求めて

きた経緯がある。

8月20日付の河北新報掲載のコラム「松本

匡史のEカルテ」には「東北楽天がリーグ優勝

する確率は現時点で、ずばり80%」とあり、単な

る期待ではなく、現実味を帯びた話になってき

たことがうかがえる。そして、8月29日付の紙面に

「楽天、M28点灯」の見出しが踊った。

（脚注）
※1 Kスタ：「日本製紙クリネックススタジアム宮城」の通称。公式略称
は「Kスタ宮城」。命名権契約企業は日本製紙株式会社。契約期間
は2008年1月1日〜2010年12月31日で、1度更新し、2013年12
月31日まで続いた。

ここで筆者のことを説明させていただきたい。

2013年は河北新報社の地域連携部長をして

いた。河北新報社のプロスポーツの窓口役で

もあった。2002年に新聞社の営業部門の横ぐ

し組織となる営業推進室を立ち上げ、2004年

のライブドアか楽天かという年からプロスポー

ツに関わるようになった。横ぐし組織とは新聞

社内の編集局、販売局、広告局、事業局、総務

局など広範囲の部局のとりまとめ役である。

新聞社にとってプロスポーツが非常に間口の

広い存在であり横ぐし組織が担当することに

なった。2004年12月の「楽天イーグルス・マイ

チーム協議会」の立ち上げから始まって、ベガ

ルタ仙台、仙台89ERS、仙台プロスポーツネッ

トなど官民支援組織に深くかかわってきた。事

務局を務める役所の人たちが異動を繰り返す

中、2004年から2015年まで関わり続けたので

誰よりも長い関りとなっていた。よく事情を知り

詳しいのである。

2.優勝パレードをいつから話題にしたのか？
「優勝したら地元はどう対応するんだ？」「優

勝パレードってやるんだよね？」「パレードってど

うやるんだ？」という声が7月末から出始めた。

当時の私（河北新報社・地域連携部 部長）

のメモには、8月2日にマイチーム協議会の事務

局がある仙台商工会議所に対して「パレードす

るなら事務局はどこになる？」「スケジュールは

どうなるんだ？」と投げたとある。同時に、仙台

市市民局スポーツ振興課長に対し「実行委員

会のようなものを立ち上げて検討を始めている

と警察に一報入れておくように」伝えたとある。
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8月5日には楽天野球団の地域密着部の担

当者が、「優勝パレード本気で考えます」と言っ

てきた。

8月13日にマイチーム協議会・事務局団会

議を開催。「組織立てについては会議所（マイ

チーム協議会）だけでは不足で、行政も関わ

らなければならない」「（パレードは）11月23

日の“ファン感謝祭”の日か？ それは可能か？」

「コースは二番丁通と仙台駅東口の二本立て

か？」「資金集めとそのプランニングは？」など

課題の抽出を行う。

8月27日、仙台市市民局次長で文化スポー

ツ部の武田均部長と「優勝決まるまでの市内

の応援ムードの醸成」「マイチーム協議会とは

別の組織を立ち上げる（財布も別）」「発起人

会を早急にしたい」と打合せ。「運営パートナー

をどうするか？」などとやり取り。

8月30日、仙台市の武田部長、会議所の間

庭洋専務と私で「宮城県との関係整理」「知

事、市長を名誉会長に、会長は鎌田宏会頭（つ

まり事務局は会議所ということ）、副会長に三

浦秀一副知事、稲葉信義副市長からなる体

制」を組み、楽天優勝応援委員会を立ち上げ

る方針を確認した。

その日、同委員会の準備会で、「当面は優勝

決定までは応援ムードの醸成」「（優勝決定）X

デー以降に優勝パレード実行委員会に名称変

更」「資金の財布（口座）準備」「広報、警備計

画づくりに着手」することを決定する。

3.優勝パレードって、どんなもの？
優勝パレードといえば、マイチーム協議会

が2009年11月、日本ハム優勝パレードを視

察するため、札幌市を訪問している。札幌では

2007年にも優勝パレードを実施しているが、

当時の報告書によると、「札幌すすきの通り約

1.0キロメートル」「沿道観客約9万人」「パレー

ド費用9,000万円（企業協賛6千万円、個人協

賛3千万円）」「9月29日優勝決定、10月11日

実行委員会立ち上げ」「翌年3月の決算報告ま

で13回の会合」といった記載があり、「セレモ

ニー概要」や「企業・個人協賛シート」と「決算

書」も報告書の中に綴られていた。

日本ハム優勝パレードの場合は、2007年、

2009年ともパレード組織のトップが札幌市長

で、事務局が札幌市役所だった。名誉委員長

に北海道知事、副委員長に札幌商工会議所

会頭と応援する会会長（JR北海道会長）、委員

に北海道新聞社社長らとなっていた。実務を

担当する「企画運営委員会」メンバーには委員

長に札幌市観光文化局長、委員に北海道庁部

長、会議所常務理事、JR北海道部長、北海道

新聞社取締役、札幌ドーム本部長らの名前が

ある。おそらくこの企画運営委員会メンバー社

の実務者が事務局を構成していたと思われる。

2004年設立のマイチーム協議会がある楽

天イーグルスの場合、事務局をどこが受け持つ

かが課題となりそうだ。

そもそも「楽天イーグルスが優勝したらパ

レードやるよね」という声が上がる一方、「で

も、その優勝ってリーグ優勝？ CS優勝？ 日本

シリーズ優勝？」というように、考えてみると優

勝には3タイプある。視察当時は、あまりその違

いに実感がなかった。リーグ優勝してもCSで負

けることもある。リーグ優勝しなくてもCS優勝

があり得るし、そのまま日本シリーズに出て負け

ることもある。

「優勝」という言葉が出始めた2013年の時

点では、「CS優勝だけでもパレードするのか？」

という声もある中、「でもとにかく初めてだから

どの優勝でもパレードはやろう」というのが、当

時の事務局の考え方だった。

4.優勝パレードを実施するための連合体を組織
実際に優勝パレードを行うに当たって、実行

委員会形式で行うことについては前述したとお

りであり、優勝パレード実行委員会なるものの

役割についてもこれまでの仙台の祭りやイベン
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トの開催になぞらえて考えることはできた。

パレード実施に向けて歩みを進めるために

は、「楽天野球団との交渉」「コース選定」「パ

レード演出」「警察との協議」「警備計画」「ス

タッフ人員集め」「資金集め」「広報」などが課

題となる。

これら多岐にわたる業務を、短期間に設計し

資源を確保、コントロールする事務局はどこが

担うべきか？事務局組織のトップが実行委員

会のトップとなるが、それはどこか？といったこ

とを決めなければならなかった。

先に述べたとおり、マイチーム協議会という

支援組織がある。宮城県（企画総務課）、仙台

市（スポーツ振興課）、河北新報社、JR東日本、

仙台商工会議所青年部、仙台観光国際協会、

仙台商工会議所を役員社とする組織で、トップ

は仙台商工会議所会頭、事務局は商工会議

所である。宮城県知事、仙台市長は顧問となっ

ている。同協議会には、「事務局団会議」という

実務者会議があり、事務局団の構成メンバー

は役員社の実務責任者だ。

日ハムの場合は、優勝パレード組織トップが

札幌市長、事務局が札幌市役所だった。2004

年設立のマイチーム協議会がある仙台ではど

うするか。つまり、事務局をどこが受け持つか

が、予想通り焦点となった。

2013年8月30日、当時の仙台市文化スポー

ツ部・武田部長、仙台商工会議所・間庭専務

理事、私で話し合い、「仙台市が全面的に協力

体制を取るから商工会議所で事務局を受け

てほしい」ということでトップは会議所会頭、事

務局は会議所ということになった。そして、マイ

チーム協議会の事務局団と同じように、宮城

県、仙台市、河北新報社、JR東日本ほかの連

合体で事務局団を形成することになった。

億を超える資金集め、数千人のスタッフ募

集・管理などに取り組むため、宮城県庁、仙台

市役所の全面支援をいただきながら、仙台・宮

城の総力結集を図らなければならない。その組

織立てを行った。

第2節 優勝決定までの準備

1.9月の動き
リーグ優勝決定までの動きを時系列で整理

すると、次のとおりであった。

9月  2日 楽天イーグルス優勝応援委員会 設立総会

9月  3日 事務局会議

9月10日 企画運営委員会①

【議題】ポスター、PV、協賛、コールセンター設置

9月12日「優勝パレード基本計画書」を検討

9月17日 企画運営委員会②

【議題】警備計画、優勝決定後について

9月18日 宮城県警と打ち合わせ

9月20日 楽天野球団（池田副社長）と協議

9月25日 企画運営委員会③

【議題】応援委員会第2回総会対応

9月26日 Kスタ、国分町でPV、「リーグ優勝決定」

9月27日 宮城県警と打ち合わせ

次項から、これらの主な動きについて、順を

追って解説していきたい。

2.地元気運の醸成を図る
優勝が決まる前に「パレード実行委員会」を

名乗るわけにはいかない。でも必要な作業に

手を付けなければ間に合わない。一方で楽天

野球団から「Kスタ宮城球場は連日盛況で周

辺の盛り上がりもすごい。でも、仙台駅の反対

側（西口）ではあまりそれが感じられない。何か

手はないだろうか」との声があった。

そこで、優勝を目指すチーム・球団を地域が後

押しする機運醸成のための組織的活動をしよう、

その陰でパレード実施に向けた対応を始めよう

と考えたのである。優勝が決定したら看板を変え

て「パレード実行委員会」にしたらよいのだ。

3.優勝応援委員会の設立
8月30日、楽天イーグルス優勝応援委員会

（以下「優勝応援委員会」）の準備会が開か
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れた。そして、9月2日には同委員会の設立総会

が開催され、会の規約※2や人事案※3などが承

認された。

優勝応援委員会発足当初は構成メンバーに

よる出資金100万円で事業をスタートさせた。

そして、カウントダウンボードやポスター制作な

どの広報と協賛募集案内（協賛企画書）制作

などの作業を進めることにした。

会長にマイチーム協議会会長（仙台商工会

議所会頭）が就任したが、副会長に副知事、副

市長が名を連ねたのは珍しいケースであり、実

行委員会の宮城県庁と仙台市役所への期待

の大きさがうかがい知れよう。

（脚注）
※2 会の規約：2013年9月2日に決議された楽天イーグルス優勝応
援委員会の規約は次のとおりである。 【目的】委員会は楽天イーグル
スが球団設立後初となるシーズン優勝、クライマックスシリーズ優勝、
日本シリーズ優勝を達成するよう、関係機関との調整及び広報活動
を行い、地域一体となった応援を通して球団の地域密着の一層の推
進を図るとともに、楽天イーグルスの優勝を機運とした地域の活性化
を図ることを目的とする。 【事業】1.楽天イーグルスの優勝に向けた
応援に関すること　2.優勝パレードに関すること　3.その他目的達
成のために必要な事業 【事務局】委員会の事務を処理するため事務
局を仙台商工会議所に置く。
※3 人事案：決議された人事案は以下のとおり。名誉会長に宮城県
知事と仙台市長、会長にマイチーム協議会会長（仙台商工会議所
会頭）、副会長に宮城県副知事と仙台市副市長、委員と監事に河
北新報社、JR東日本仙台支社、仙台観光国際協会、仙台青年会所
の代表者、オブザーバーに楽天野球団の池田副社長がそれぞれ就
任した。

4.パレードコースの検討
優勝パレードに関して2010年6月に事務局団

会議で、「もし楽天イーグルスが優勝したら（いつ

になるかは想像もできないが）、どんなパレード

コースが考えられるだろうか？」と検討したことが

ある。その時の案は次のコースであった。

（1）東二番丁通コース（事例：仙台・青葉まつ

り、荒川静香さん金メダル凱旋パレード）

青葉通東二番丁交差点⇒勾当台公園市

民広場

（2）定禅寺通コース（事例：仙台・青葉まつり、

サンタパレード、マラソン、駅伝）

定禅寺通・晩翠通交差点⇒勾当台公園市

民広場

（3）宮城野大通コース（事例：仙台すずめ踊

り）仙台駅東口⇒Kスタ宮城・球場

以上三つのコースが想定されると思ったも

のの、当時は、正直、本気で検討したわけでは

なかった。

9月12日に事務局内で「優勝パレード基本計

画書」「見積書」「協賛案内書」が検討された。

9月17日の企画運営委員会②で、上記「基

本計画書」「見積書」などが共有され、警備を

含めたパレードの全容が示された。この時点で

は、前記の2010年に検討した一つ目の案と三

つ目の案を合わせたパレードコースで、10万人

規模と示された。

9月27日、宮城県警と数回打合せの後、パ

レードのコースは東二番丁通、開催は11月24

日と発表することの了解を得た。

5.企業協賛のセールス
札幌の日ハムの例では、企業協賛6千万円、

個人協賛3千万円だった。仙台は札幌圏と同

等の経済圏と考えればこの金額は何とかなる

と想定した。

11月24日（日）にパレード実行となれば、企

業協賛の締め切りはいつに設定するべきか？

看板など掲出物の原稿集め、校正、制作、パ

レード用バスの協賛企業の広告貼り付けなど

の作業日数を勘案して、セールスの締め切りは

11月10日（日）ごろと想定した。ここまでに企業

協賛6千万円のめどを付けなければならない。

まずは企業協賛を案内する楽天イーグルス

優勝パレード実行委員会（以下、「優勝パレー

ド実行委員会」）発の「協賛企画書」を作成す

る必要がある。社名を掲出できる“媒体”によ

り、A～Eの協賛メニューを決めた。

パレードの主役となる選手が乗る2階建て

バスは5台。その前面看板は五つしかない。バ

ス側面、後面もある。それと小口協賛向けにパ

レード内での手持ちパネルも準備した。
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特に五つしかないバス前面の協賛社にはど

ういう企業がふさわしいか。ここは楽天イーグ

ルスのオフィシャルスポンサー限定としなけれ

ばならないと判断し、200万円の値付けとした。

また、広く協賛社であることを知らせるため、河

北新報への広告紙面もセットした。

9月26日から地元大手スポンサー企業に打

診を始めた。一般的に企業内での決裁を得る

ためにはそれなりの時間を要する。優勝決定後

でないとパレード実施の協賛案内をすることは

できないが、印刷物（企画書）などの準備をし

ておかなければならない。

10月4日、表1の構成団体と役員で優勝パ

レード実行委員会が発足。そして、その日から

正式に案内を始めたのである。約1ヵ月の短期

決戦の勝負となる。優勝パレード協賛を一度で

も経験をしていれば要請を受ける企業側も理

解が早いだろうが、なにせ初めてのことなので

反応が読めない。「企業協賛企画書※4」を作成

し、楽天野球団や主要スポンサーの扱い広告

会社にも渡した。

5台のバス前面に看板を掲げることができ

るA協賛の5社には、慎重にアプローチした。オ

フィシャルスポンサーの順番、球場・球団との

関係、地元との関係に配慮し、アイリスオーヤ

マ、アサヒビール、日本製紙、JR東日本、河北新

報社に声がけをした。

11月12日に協賛企業による6千万円のめど

がついたのでセールス終了とし、締め切った。そ

してその後、広告原稿制作や事前告知作業に

入ることになった。協賛社数は53社となった。

（脚注）
※4 企業協賛企画書：「東北楽天ゴールデンイーグルス優勝パレード 
企業協賛のお願い」の名称で、楽天イーグルス優勝パレード実行委
員会名で作成され、企業協賛のセールス活動に使用された（図1〜7：
企業協賛企画書の主なページ参照）。

表1：楽天イーグルス優勝パレード実行委員会

図1〜7：企業協賛企画書の主なページ
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6.個人協賛で実施した手法
個人協賛については、まず「振込口座」を準

備することから始めた。過去、多少時間がか

かった経験があったので早めに手を打った。

宮城県内に本店を置く銀行、仙台市内に支店

を置く東北の銀行、そして、ゆうちょ銀行に「振

込手数料なし」の口座を開設した。

個人協賛の広報活動に関連し、協賛を募る

ポスター（図8）の制作や街頭受付も開始した。

Kスタでは10月4日からスタートさせた。ホー

ム戦のある全試合（11月3日まで）と、「仙台な

びっく」と「東北ろっけんパーク」※5でも11月17

図8：個人からの協賛金を募るポスター
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日まで街頭受付を行った。

ちなみに、パレード当日にも受付を置いて多

くの人の協賛を得ている。

個人協賛は特に11月19日から22日までの4

日間で急上昇したことは特筆すべきだろう。こ

れについては次節で詳述したい。

（脚注）
※5「仙台なびっく」と「東北ろっけんパーク」：仙台市中心部商店街
の賑わいづくりと東北復興支援の拠点として設けられた交流スペー
ス。「仙台なびっく」は2011年8月一番町四丁目商店街に、「東北
ろっけんパーク」は2012年5月クリスロード商店街にそれぞれオープン
した。

7.広報の仕方、メディア対応
10月初旬、在仙テレビ局から「パレードはど

うなっているのか？」と問い合わせがあった。ま

だ、警察との協議が終わっていないので詳細

を伝えるわけにいかないとは思ったものの、「今

回パレードを全国に伝えることが東日本大震

災の被災地の状況を伝えることになる。特にテ

レビ中継は日曜の昼となるとキー局との折衝

が地元局で大事になる。また、カメラ設置場所

の事前確保も必要だろう。ざっくばらんに相談

してみようか？」と考え直して、仙台市の武田部

長に相談することにした。

10月16日に地元テレビ局幹事社（東北放

送、宮城テレビ）と打合せの場を持った。さら

に、10月23日には、在仙全社参加の打合せを

行った。

そこではまだ警察との協議が終わっていな

いので「絶対に報道しないでほしい」との条件

付きでパレード運行計画案を説明した。

その後、事務局の商工会議所と多くのメディ

アとの間で質疑応答がパレード開催前日まで

重ねられた。

全国から寄せられる個人協賛の申し込みや

メディアからの問い合わせが想定されるので、

コールセンターを置くべきと考え、10月7日より

河北新報社本社の1室を賃貸してコールセン

ターを開設した。

第3節 リーグ優勝決定からパレードまで

1.規模とコースを巡って宮城県警と交渉
第1節の2で述べたとおり、8月2日、仙台商

工会議所に対してパレードの事務局をどこに

置くか、また、スケジュールをどうするか尋ねる

とともに、仙台市に対し、実行委員会を立ち上

げてパレードの検討を始めていると警察に一

報入れておくよう伝えている。

宮城県企画総務課、仙台市スポーツ振興課

と宮城県警との9月18日付打合せメモがある。

両者とは、この前後にも、数回打合せがあった。

このメモによると、その日、県と市は、県警に

対して「市役所を終点に東二番丁通をパレー

ドする案と仙台駅東口から球場へ向って宮城

野通をパレードする案が示されたが、予算的

に両方実施は不可能と考えている」「会議所会

頭の意向もあり東二番丁案が有力となってい

る」と説明している。

県警からは次の見解が提示された。

（1）需要予測10万人の根拠が不明。他都市の

例を見ると、千葉で20万人、福岡で25～

33万人の実績がある。10万人以上来た場

合の対策が必要。

（2）パブリックビューイングを行うなどして、観

客を分散させる工夫も必要。Kスタで選手

が出演するイベントなどあれば観客が分

散するのではないか。

（3）迂回路の計画が示されていない。具体的

に示してほしい。

（4）東二番丁案が有力な理由は何か？

県と市からは次のような説明があった。

（1）東二番丁の方が道幅が広く、人が多く入る。

（2）パレード終了後、商店街への誘客が図れる。

（3）東二番丁は中央分離帯があるため、観客

をブロックできる。

（4）宮城野通は中央分離帯が途中まで外せる

が、途中から固定になる。

（5）宮城野通の駅前は長距離バスの発着が
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多い。

さらに県警から以下の意見が出でた。

（1）バスの高さも調べること。5mを超えると速

度感知器にぶつかる。

（2）交通規制の告知方法についても、計画案

を提出してほしい。

（3）20万人入れるとすると、ダイエー前から青

葉通に折れるコースなど検討の余地があ

るのではないか？

（4）需要予測を多めに見てコース案を組んで

ほしい。複数案欲しい。

（5）せっかくパレードを実施するのであれば、

雑踏の対策を中心に考えるべき。中止にな

るような事態は避けるべき。

これらの意見に対し、県と市は「本日いただ

いた意見を踏まえてコース案を練り直し、改め

て相談に来る」と回答している。

9月18日時点でのやり取りは以上のとおりで

あった。

2.10月4日に記者発表
「10万人」の根拠は札幌の例（2007年、

2009年）からきているのだが、宮城県警は、千

葉や福岡の例を調査していたようだ。補足にな

るが、当時の私のメモには、「6人／㎡が妥当で

は」「車いすゾーンも作る」「30分で終わらせる」

との追記がある。

この時、20万人の計画が必要で、札幌の「1

㎞、10万人、1億円」をベースにした案が崩れ

た。10万人→20万人への変更はパレード距

離の延伸につながって支出の大幅増となり、

全面的な見直し作業が求められる。企業協賛

6,000万円を目標とするパレード企業協賛企

画書を9月10日に発注済みで、優勝決定直後

から正式にセールス開始を予定していた。

しかし、20万人に変更するしかない。つまり

距離を延ばす。必要人員が増えるということに

なる。

開催日とコースに関し、県警からOKが出た

のは9月27日のことだった。武田部長からの連

絡で分かった。10月2日に企画運営委員会、4

日にパレード実行委員会で報告、記者発表と

なった。ただし、この発表ではコースの詳細は

11月上旬に公表予定とした。

3.ボランティアスタッフは公募しないという選択
優勝パレードの街頭警備には人手とコスト

がかかる。2007年の札幌市の例では、市職

員の1,051人をはじめとして約30団体から

2,276人のボランティア協力があった。

ボランティアを公募する案もあったが、身元

確認や当日の指示系統の安全・安心性確保を

考慮し、警備関係者から万が一のことが発生

するリスクを回避するためにも、実行委員会関

係の団体から募ることにした。

そして、仙台市交通指導隊300人、仙台市職

員の292人をはじめ9団体から1,260人のボラ

ンティアが集まり、主に街頭警備に当たってい

ただくこととなった。これに関係スタッフを含め

ると総勢2,200人の体制となったのである。

4.テレビ中継とメディア対応
業務を進める中、テレビ中継をうまくしてもらう

工夫が必要と気が付いた。このパレード報道自

体が「今年の日本の10大ニュース」候補となるよ

う、東日本大震災の被災地発のニュースとしても

話題性は十分のはずだと思ったのである。

中継は単にテレビ局が勝手にやってくれるも

のとは捉えず、報道しやすいように、やれること

は全部やろうと考えた。少なくとも沿道にカメラ

スペース、記者席を事前に確保しておく必要が

あるはずだ。

地元テレビ局も9月26日のリーグ優勝、10月

4日のパレード実行委員会の発足のタイミング

で、テレビ局間で相談をしていたらしい。

パレード開催日の11月24日は日曜日だ。そ

れもスタートは午前11時を予定している。この

時間帯は全国的に東京キー局の番組が流れ
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ている。これを変えるには相当の腕力と時間が

かかることが予想された。警察との協議中では

あるが、TV局との場を設けるべきと考えた。

旧知のテレビ局責任者に聞いてみた。とい

うより向こうから聞いてきた。「どうなっている

の？」と。

「引っかかっているのは、楽天側から放映権

の請求あるかだ」と聞いて、実行委員会として

楽天野球団に確認することを約束。さっそく池

田敦司副社長に放映権の請求について確認し

た。答えは「パレードをやっていただく立場なの

で全く考えていない。ただし、何回も数年間も

その時の映像を繰り返し無断で使われること

に問題はあるかもしれない」ということだった。

この見解を取れたので、10月16日、幹事社の

東北放送と宮城テレビに仙台市役所に来てい

ただき打合せを行った。10月23日に宮城県庁

会議室で「パレードTV局会議」を開催した。ス

ポーツ紙も含めた新聞、雑誌、その他媒体を含

んだ東北スポーツ記者会（幹事社；共同通信）

にも同じ話をした。

11月23日付の河北新報には「局の壁超え

TV生中継」の記事が掲載された。その主な内

容は次のとおりである。①優勝パレードを地元

の民放4社とNHKがカメラやスタッフを合同で

手配し、そろって生中継することが22日分かっ

た。②当日はパレードのコースをエリアなどで

分担し、スタート地点周辺を東日本放送が、隊

列の中を宮城テレビが撮影。選手らのバスに

は東北放送が同乗し、編集などの映像管理を

仙台放送が受け持つ。NHKはヘリコプターか

ら全体像を空撮し、合計10台以上のカメラで

捉える。③編集担当者が相談、各社間の調整

を経て実現にこぎ着けた。

5.パブリックビューイング
楽天野球団と連携しリーグ優勝が最も早く

決まる日程からパブリックビューイング（以下、

「PV」）の準備を開始した。

ビジター戦は特に街の活気を創出する点か

らPVが必要だと感じていた。9月26日、楽天野

球団ではKスタで、マイチーム協議会では国分

町・元鍛冶丁公園でそれぞれPVを開催するこ

とにした。

この日の対西武戦（所沢市）は、当時の奥山仙

台市長もKスタに駆け付けたとのことであった。

私も「まさか今日決まるとは思わない」と考え

ながらも、プレーボールの時間にKスタに行っ

てみた。バックネット裏と内野席を開放しての

PV。「半分くらい入っているかな」との印象。そ

の後、国分町の肴町公園はどうなっているかと

のぞきに行った。試合は劣勢、「やはり今日は決

まらない」と思った。現地にいた仙台市議会の

西澤啓文議長らと雑談をしていた。ところが試

合が進むにつれて楽天が追い上げ、同点、そし

て逆転。最後は田中将大投手が西武の浅村選

手を三振に切って取り、なんと優勝決定となっ

た。肴町公園のPV会場はどんどん人が湧き出

て、決定の瞬間は公園にあふれんばかりの人

人人。みんなテレビやラジオで注目していたん

だと実感した。「喜びは多くの人と分かち合い

たい」という雰囲気の中、現場に居合わせた全

員で万歳をした。

一方、KスタのPV会場も満員になったと聞

く。球団初の「優勝決定の瞬間」に多くの人が

沸き立った。仙台市中心部の商店街でも同じ

動きがあったという。

日本シリーズの終盤、11月2日にも楽天野球

団による球場前広場でPVが行われた。「人波

で埋め尽くされた。1万人以上のファンたちが

熱戦を見守った」と河北新報は伝える。楽天野

球団は安全確保の必要性から警察と協議の

上、球場外ではあるが入場を制限したという。

11月3日の決戦日は、Kスタ隣の仙台市陸上

競技場をPV会場とした。仙台市の決断による

開催だ。陸上競技場フィールド内に複数台の

モニターを設置してのPVだった。いったい何

人入ったのだろうか。私はKスタの高いところ
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から隣の陸上競技場を見たが、人で埋め尽く

されていた光景を思い出す。この日、観戦チケッ

トは当然売り切れで、球場を含めこの周辺に

おそらく4万人以上の人がいたのではないだろ

うか。そして楽天イーグルスが日本一を決めた

後、新聞の号外（図9）が発行された。

6.JR、仙台市交通局、携帯電話会社の対応
11月24日に行われる優勝パレード対応とし

て、JR東日本は21日、「東北、石巻、仙石、仙山

の4線で臨時列車計18本運行する」と発表し

た。内訳はパレード開始前の午前9時から10

時台に仙台駅に到着する5本、終了後の午前

11時から午後2時台に仙台駅を発車する13

本。ほかに東北本線、仙山両線と仙台空港アク

セス線では、通常ダイヤの9本を平常より2両ず

つ増やして運転するという。パレード実行委員

会の20万人予想のうちJR東日本は4-5万人が

列車を利用すると想定、約17,600人分の輸送

力を増強することにした。

仙台市交通局も24日午前9時半から午後

0時半まで、地下鉄南北線の勾当台公園駅と

広瀬通駅の一部出入り口を閉鎖すると発表し

た。またパレード前後の時間帯に地下鉄を20

本増発する。午前9時から午後1時の運行間隔

は、通常の7分から4分に短縮される。

携帯電話会社も対策を取った。2011年の

「東北六魂祭」では一部で通信障害が発生し

ており、実行委員会の要請に基づき調査した

結果、通話や通信に障害が出る可能性がある

ことが分かった。基地局の電波を増強し快適

な通話環境を確保するとした。移動基地局車

を配置する会社もある。

7.実施運営マニュアルなどの準備
11月24日の優勝パレードの概要は表2の通

りである。出発式が午前10時50分から11時ま

で、パレードが11時から11時30分までという

スケジュールである。

パレードコースについては、球団のウェブサ

イトでコースが公開されたのは11月9日だった

（図10）。

そしてパレードの実施に当たっては、「楽天

優勝パレード」実施運営マニュアル※6を作成

し、パレード運行計画表を作成した。これとは

別に当日の詳細なスケジュール表も準備した。

仙台フィルハーモニー管弦楽団からの申し

出で、パレードのスタート時にファンファーレ

を演奏してもらうことになった。もちろん、楽天

イーグルス公式チアリーダーの東北ゴールデン

エンジェルスや、宮城県警音楽隊＆カラーガー

ド隊、仙台市消防局音楽隊＆カラーガード隊

も参加する。

図9：2013年11月3日（日）河北新報号外

表2：楽天イーグルス優勝パレードの概要
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（脚注）
※6 「楽天優勝パレード」実施運営マニュアル：2013年11月20日付
の同マニュアルの概要は下記のとおりである。

・出発式・・・10：50～11：00　パレード・・・

11：00～11：30

・仙台商工会議所前～五ツ橋交差点 全長

約1.5㎞

・来場想定人数15万人

＊1㎡に4人＝収容人数17.2万人

＊1㎡に6人＝24.2万人【最大収容人数】

・パレードコースは、広瀬通で順行から逆行

に変更。片側3車線をパレード通過コース

にして残り車線（対向車線全部と）と歩道

（一部）を観客席とする。

・「インフォメーション（救護）」をコース上に

4カ所、ほかに仙台駅2Fに設置

・パレードスタンバイエリア（定禅寺通りから

会議所前、110m）

・隊列全長：約200m～210m、隊列幅：最

大8m

・パレードの各車両横に「車両帯同警備員」

を配置

・パレード速度は約4.8㎞/h

・警察官8名がパレード警備として帯同

・パレードの順番※7：①先導パトカー②中

継車③タイトル横断幕④ブラスバンド（県

警32名）⑤協賛社横断幕、楽天マスコット

⑥楽天チア⑦協賛社横断幕⑧～⑫オープ

ンカー5台⑬協賛社横断幕⑭伊達武将隊

（5人）⑮協賛社横断幕⑯～⑳オープン

バス5台㉑ブラスバンド（市消防42人）㉒

ゆるキャラ（5体）㉓最後尾パトカー

・オープンカー4m（帯同警備員各2名）、

オープンバス12m（帯同警備員各8名）

・オープンカー（レクサス1台、クラウン4

台）・・・仙台トヨペットより（運転手も）

・オープンバス（全長12m、全高3.8m、全幅

2.5m）▶10/07スカイバスサイズ実寸採寸

▶11/20東京→仙台　移動日（屋根付き

車庫へ）▶11/21仙台陸運局/No.変更→

テストドライブ（現地運転手）▶11/22ラッ

ピング（屋根付き車庫）▶11/23ラッピング

（屋根付き車庫）▶11/24本番（現地運転

手）▶11/25仙台→東京　＊屋根付き車

庫は仙台バス（岩沼市）を利用

・交通規制は9：30～12：00　東二番丁通

及び関連道路（広瀬通、青葉通り、南町通

り、北目町通りは、パレード直前まで車両

通行可能としパレード開始直前で交通規

制（パレード隊列通過後まで）

・渋滞解消予想時間：規制解除後2時間

・パレード前日（23日）午後から準備開始、

18：00～オールスタッフミーティング、23：

00～資機材配置、夜間警備

・パレード当日、5：00判定会議①、以後一

時間ごとに7：00③まで

・案内誘導・警備関係要員2,089人演出・

進行・運営関係212人

・控室確保26カ所（商工会議所、市役所、

河北新報社、市民広場、五橋公園）

・混雑が予想されるアーケード商店街（おお

まち商店街、クリスロード商店街）に事前

に混雑状況を想定した放送原稿を準備

図10：11月9日、球団が公開したパレードコース位置図
（楽天イーグルス公式ウェブサイトから）
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（脚注）
※7 パレードの順番：マニュアルに「パレード隊列」（図11）として具体
的な隊列を図式化して記載した。

8.企業および個人協賛の動き
第2節で企業協賛や個人協賛の経緯に触れ

ているが、個人協賛の集まり具合には、特に注

目するべきことがあった（図12）。

11月18日のパレード実行委員会、その後の

記者会見で「個人協賛金が目標額9,000万円

を3,000万円下回っている。幅広い市民に協

力を」と呼びかけた。実行委はパレードの事業

費を1億5,400万円と見込み、警備予算が膨ら

んだため個人協賛の目標額を当初の7,000万

円から9,000万円に引き上げていたのである。

実は個人協賛の入金は10月末から始まっ

て、日本シリーズ優勝決定後の11月5日から本

格的に入金されてきた。入金状況は次のグラフ

のとおりであった。「約3,000万円不足」と発表

した翌日から最後の4日間に入金額が激変激

増し、結果的に目標の9,000万円を大きく上回

る約1億2500万円が集まった※8。

（脚注）
※8 約1億2500万円が集まった：個人協賛の入金額は次のとおりで
あった。

（下記データをもとに作図。縦軸に「単位：円」の表記入る）

＊上記グラフは下記数値を基に作成
11月5日	 　784,699円
11月6日	 1,085,533円
11月7日	 1,583,333円
11月8日	 1,499,000円
11月11日	 1,184,000円
11月12日	 1,332,000円
11月13日	 1,236,500円
11月14日	 2,023,000円
11月15日	 2,123,600円
11月18日	 1,558,500円　＊3,000万円不足と発表
11月19日	 6,812,057円
11月20日	 5,596,743円
11月21日	 5,037,418円
11月22日	 6,481,000円　＊最終日

9.沿道人数、主催者発表などの計算方法
主催者によるパレード会場の人数発表を開

始10分前にするよう警察から指導があった。

計算の方法はパレード会場にあらかじめ設け

られた3カ所のモデルスペースに、その時間に

何人いるかで計算するというものだった。1平

方メートル内の平均人数を出し、全体面積を

掛け合わせたのである。全体面積は「基本計

画」や「運営マニュアル」に記載されている。そ

の結果、当日の主催者発表は214,000人と

なった。

当初、札幌の例から10万人を想定したパレー

ド計画に「20万人での計画修正」を求めた宮

城県警の読みの確かさには驚かされた。

10.紙吹雪対応、ゴミ対応について
北海道新聞社など日ハム優勝パレード実行

時の経験から、「紙吹雪は感動するよ」「終了後

図11：パレード隊列 図12：個人協賛入金額

3,000万円不足と発表
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の道路清掃に適した紙のサイズも教えるよ」と

アドバイスを受けていた。

事務局では東二番町通の一刻も早い車道

規制撤廃を優先するべきとの判断で今回は紙

吹雪を断念した。

一方で20万人の人出が予測されるパレード

会場には大量のごみが落ちているのではない

かとゴミ搬出用トラックを準備していた。ところ

が、ほとんどゴミがなく、ごみ袋一つぐらいを荷

台に載せた程度だった。これには関係者はもち

ろん、参加者も驚いていたのではないか。

11.楽天優勝の経済波及効果についての報道
楽天イーグルスの活躍がもたらす地元への

経済効果については、さまざまな分析が行われ

た。その主なものを河北新報の報道からピック

アップして紹介しておきたい。

【楽天日本一なら 経済効果85億円上積み
七十七銀行試算】（2013年9月19日付）

東北楽天がパ・リーグを制し、日本一となっ

た場合、宮城県内への経済波及効果が少なく

とも84億5800万円に上ることが七十七銀行

の調べで分かった。商店街単位のセールや優

勝パレード分は積算しておらず、同行は、「実際

にはさらなる金額の積み上げが期待できる」と

分析している。

【楽天優勝 経済効果229億円 関西大・宮本
教授が試算】（2013年9月28日付）

東北楽天のパ・リーグ制覇が宮城県にもた

らす経済効果について、関西大学大学院の宮

本教授（理論経済学）は229億5900万と試算

した。チームが日本一に輝いた場合は、271億

5500万円に拡大すると分析している。

優勝セールをはじめとする商業の販売増加

額は、他球団の実績などを踏まえて前年同期

比3%増の99億7500万円と算定。優勝パレー

ドによる消費額も、延べ10万人の参加で6億

7300万円と推測した。

（注記）実際には21.4万人の参加だったの

で、単純計算14億5000万円の効果があった

と推計できる。

【東北楽天日本一 波及効果を検証】
（2013年11月30日付）

クリスロード商店街振興組合は「パレード

後、飲食店には長い行列ができた。プラス作用

は間違いない」と喜ぶ

メルパルク仙台、「CSと日本シリーズ計8試

合の前後はほぼ満室」

【東北楽天日本一効果 くっきり百貨店売上高】
（2013年12月26日付）

優勝パレード時には、お土産として名産品も

動いた。

【東北楽天経済効果 230億円 県試算】
（2014年2月1日付）

CSと日本シリーズの直接効果は26億7000

万円、各産業への波及効果は16億6000万円

で、計43億3000万円の効果があった。

【東北楽天V地元事業者生かし切れず】
（2014年3月11日付）

2013年シリーズに記念セールや特別メ

ニューといった協賛行事を行った仙台市内の

事業者は1割未満にとどまったことが、仙台市

のアンケートで分かった。7.6%。

市経済企画課の担当者は「プロスポーツを自

らのビジネスに積極的に生かす意識が浸透し

ていない」と。

写真1：大勢のファンが詰めかけた東二番丁通
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12.優勝パレードを終えて
12月3日、10回目の企画運営委員会が開か

れ、「開催報告」「個人協賛状況」「今後の活

動」などが発表された。

12月5日、実行委・鎌田会長が記者会見で、

開催御礼を述べるとともに、個人協賛金受付

状況や記念バッジ発送などが発表された。

そして、年度末の2014年3月28日、優勝パ

レード実行委員会の第4回総会が開催され、

事業報告と決算が発表されて、実行委員会が

解散した。

13.今後の課題
第1節でも触れたが、プロ野球にはリーグ優

勝、CS優勝、日本シリーズ優勝と「優勝」が3種

類ある。今後は「優勝パレード実施はどの優勝

でやるか？」という「優勝パレード」の定義を明

らかにしておく必要がある。

楽天イーグルスの場合、既に「日本一」でパレー

ドしたのだからそれ以外ではやれないとの意見も

ある。地域活性化のためにはハードル下げたいと

ころだが、今後は検討と協議を重ね、そういう下

地も作っておかなければならないだろう。

そのためにも、各地で実施されるパレードの

詳細を調査研究しておくことも必要だ。資金の

集め方、告知の仕方なども時代とともに進化し

ていくはずだからだ。今後の楽天イーグルスの

優勝パレードの実施に当たっては、「2013年

の時と同じ手法は通じないかもしれない」と想

定しておくことも重要だろう。

写真2：優勝パレードの様子
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第2章	 プロ球団と官民支援組織の役割と成果
	 （4つのプロスポーツと官民一体の支援組織） ─創設手法と活動例
	 ［執筆者：清水 義明］

1.はじめに
プロ球団の官民支援組織の役割と成果、地

域活性化の装置としての支援組織のあり方と

いう2項目が私に与えられたテーマである。

私は仙台市の職員として在職中、スポーツに

関わる職歴が非常に長く、多くのスポーツ行政

に携わりながら定年を迎え、その後、仙台市ス

ポーツ振興事業団、ベガルタ仙台役員を経て、

現在、一般社団法人スポーツ・ラボ仙台の専

務理事を務めている。

こうして、仙台市のスポーツ行政に携わり、た

くさんの支援組織と関わってきたことを通して

実感したことをお伝えしていきたいと思う。

2.官民支援組織の設立と目的
ここで改めて官民支援組織という言葉につ

いて定義しておきたい。

言うまでもなく、「官」は役所であり、「民」は

民間のことである。ここでのポイントは、役所だ

けではなく、多くの企業や団体と一緒に盛り上

げる「仕掛け」が、この官民支援組織というもの

であると定義しておきたい。

なぜこのような組織が必要かというと、例え

ば、あるプロスポーツの支援を官だけでやると、

「何で仙台市がベガルタや楽天という一民間

企業を支援するんだ？」という話になりかねな

い。そもそもプロスポーツは地域に活力を与え

てくれる“地域の宝物”と考えている。そこで、官

と共に企業や団体などの民にも参画いただく

支援組織を通じて、ベガルタ仙台あるいは楽天

イーグルス、仙台89ERSといったプロスポーツ

球団を支援しましょうというのが官民支援組織

なるものの存在意義である。これは一方で、参

画する民間企業や団体からすると活動の幅が

広がり、地域としての大きな力になることが期

待できることでもあった。　

支援組織の究極の目的は、「地域のにぎわいと

活力の創出」「地域の活性化への寄与」である。

次に、官民支援組織の具体例を紹介してい

きたい。

①ベガルタ仙台ホームタウン協議会
はじめに、2002（平成14）年4月18日の設立

ベガルタ仙台ホームタウン協議会について。

設立の目的は、同協議会の規約（第1条）に

「ベガルタ仙台を支援し、ベガルタ仙台ととも

にサッカーを核としたスポーツ文化の振興、青

少年の健全育成および地域の活性化に寄与す

ることを目的とする」と定めている。

補足すれば、地域との連携や学校へのアプ

ローチ、サッカー文化の盛り上げなど、ベガルタ

仙台が単独では成しえないことをバックアップ

することに同協議会の役割があるといえよう。

②楽天イーグルス・マイチーム協議会
次は楽天イーグルス・マイチーム協議会。こち

らは2004（平成16）年12月27日に設立された

組織で、こちらも規約（第1条）に「楽天イーグル

スと密接な連携を保ちながら、地域密着型球

団として仙台、宮城さらには東北に、しっかりと

根を下ろすようさまざまな活動を実施し、地域

振興ならびに野球をはじめとしたスポーツの振

興に寄与する」と目的を掲げている。楽天イー

グルスと地域とのより良い関係作りのために知

恵を絞り、汗をかき、球団が標榜する地域密着

を実現させることがこの目的に込められた思い

である。

③仙台89ERSホームタウン協議会
3つ目は仙台89ERSホームタウン協議会で

ある。設立は2016（平成28）年9月5日。目的に

ついては、「仙台89ERSが一層多くの人々に愛

され地域に密着した球団となるよう支援し、バ
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スケットボールを核としたスポーツの振興、地

域の活性化に寄与することを目的とする」と規約

（第2条）に明記されている。

地域連携やバスケットボールを通したまちの

にぎわい創出など、仙台89ERSが単独では成

し得ないことをバックアップするということが組

織の目的である。

3.各協議会組織が取り組んだ事業
上述したような目的を掲げた各支援組織が

どんな事業を行ってきたかについて簡単に紹

介しておきたい。

①ベガルタ仙台ホームタウン協議会の事業
ベガルタ仙台ホームタウン協議会の規約

（第2条）では「1 ベガルタ仙台を支援する市

民活動の拡大に関する事業」「2 ベガルタ仙台

が行う地域活動等に対する支援及び協力に関

する事業」「3 ベガルタ仙台の運営に対する支

援に関する事業」「4 前3号に掲げるもののほ

か、本会の目的を達成するために必要な事業」

を掲げている。

同協議会と本来クラブ自身が実施しなけれ

ばならないことの多くを任意組織のベガルタ仙

台・市民後援会が補完してきた。事業は協議

会事務局と共に運営委員会（拡大事務局とも

いえる）を設置し、具体の協議と事業実施など

を行ってきた。

【過去の主な事業】

・まち中、商店街へのフラッグ、ビッグユニフォー

ム掲出

・地下鉄、駅広告

・ユアスタ周辺清掃

・七夕飾り掲出

・キャンプ出発壮行式

・ホームタウンフェスタの開催

・チアペーパー作成配布

・J2優勝パレード

・アウェイゲームのパブリックビューイング

「キャンプ出発壮⾏式」は、クラブハウスや仙

台空港でキャンプに出発する選手をお見送り

するイベントで、キャンプシーズンに入ると選手

と市民が関わる機会が減るため、選手と地域

が向き合う場として重視しているイベントである。

②楽天イーグルス・マイチーム協議会の事業
楽天イーグルス・マイチーム協議会も規約（第

3条）に「本協議会は中長期の活動方針、年間行

事など各種事業を決定し、楽天イーグルスを応

援する企業、団体、グループ等とともに事業を行

う」と定めている。

地元有力企業に参画を要請し、幹事社（10万

円／年）として年2回開かれる幹事会での各種

報告や審議に参加していただいている。また、協

議会事業で関連する分野での特段の助力をお

願いすることも多い。運営組織として協議会の発

起人社による「事務局団会議」を設け、企画・活

動の中心としてきた。

【過去の主な事業】

・商店街へのポスター（1万枚）掲出

・まち中、商店街へのフラッグ、ビッグユニフォー

ム掲出

2015年1月12日のキャンプ出発壮行会式の様子

開幕戦や最終戦に配布されるチアペーパー
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・宮城県内外の支援組織同士の意見交換会

・「北海道日本ハムを応援する会」との交流会

・久米島町訪問団受け入れ

・久米島マルシェ

・まちいこスタンプラリー

・日本シリーズ優勝パレード

・ガリバーオールスターゲームパブリックヴュー

イング

・キャンプ出発壮行式

・シーズン激励報告会

・応援デーの開催

キャンプ出発壮行式はベガルタ仙台と同様、

選手・球団と地域が向き合う場として重要視

してきたイベントである。また、激励報告会は

シーズン終了後の球団側からの報告と地域の

慰労・激励の場として設けられている。球団が

毎年、社長以下数人の選手を派遣してくれてい

る。協議会会員だけに参加を呼び掛けて開催

してきた。

「応援デー」は札幌の日ハムを応援する会を

参考にした企画で、マイチーム協議会という大

きな組織体に特別価格で参加を呼び掛けて

大応援団（観客）を送り込もうというものだ。球

団側には特別価格を提示してもらうが、集客に

苦労しそうな試合で設定することにしている。

仙台市役所関連職員だけで1万人、その他地

元有力企業、商店街、バス協会や観光連盟な

どの業界団体など幅広い会員への直接の呼び

かけで一シーズンで数千人を動員してきた。

仙台89ERSホームタウン協議会の事業
仙台89ERSホームタウン協議会の事業につ

いては、規約（第3条）で「 ⑴ クラブの取り組む

事業への支援及び応援機運の醸成に関するこ

と」「 ⑵ バスケットボールを中心とした地域ス

ポーツの振興に関すること」「 ⑶ クラブを核と

した地域・経済の活性化に関すること」「 ⑷ 青

少年の健全育成に関すること」「⑸ その他協

議会の目的を達成するために必要なこと」の5

項目を定めている。

協議会では地元有力企業や大学などに参

画を要請し、31団体で組織を構成している。

会長1、副会長7、顧問2、会員17は負担金また

は会費を徴収（幹事2、オブザーバー2は会費

なし）。年1回の幹事会では、各種報告や審議

に参加してもらい、事業を効果的に実施するた

め、企画立案などを審議する運営委員会には

ボランティアも参画し、活動の核としてきた。

なお、仙台89ERSがbjリーグ誕生と同時に

参入した2005（平成17）年秋、官民支援組

織の「仙台89ERSとともにまちづくりをすすめ

る会イエローブースターズ」を立ち上げ、その後

「仙台89ERSサポート協議会」に改組、さらに

現在の「仙台89ERSホームタウン協議会」に改

めている。こうして、段階的に組織を強化し、深

化してきたのである。

特に「ホームタウン協議会」に改組した背景

を述べておく。

2015年に新リーグ（Bリーグ）参入の申請手

まち中のフラッグ

楽天イーグルス優勝パレード（2013年11月24日）
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続きがあった。経営計画や地域の支援体制な

どをリーグに説明する必要があった。この時、

地域の支援姿勢を示す支援組織の組織建て

を強化する目的でプロ野球やJリーグと同等の

官民支援組織に昇格させようとした。サポート

協議会の発展的解消、2016年9月にホームタ

ウン協議会設立総会へと続く。

【過去の主な事業】

・長町へフラッグ、のぼり旗掲出

・地下鉄駅への広告

・横断幕設置（クリスロード）

・イエロープロジェクト（花壇設置）

・長町商店街スタンプラリー

・商店街での激励会

・七夕飾り掲出（クリスロード）

・アウェイゲームのパブリックビューイング

仙台89ERSは野球やサッカー球団に比べ

てコンパクトなので関連イベントを街中で開催

できる。アーケード街や大型ショッピングセン

ターで可能で企画を実施しやすい。今後も知

恵を絞りチームも商店街側もメリットのあるも

のを企画していってもらいたい。

4.各支援組織の構成と役員等
ここからは各支援組織の構成と役員等の体

制面について述べていきたい。

①ベガルタ仙台ホームタウン協議会の体制
はじめにベガルタ仙台ホームタウン協議会

であるが、構成については、規約（第3条）で「 

協議会は、第1条の目的に賛同する個人、法

人及び団体による会員をもって構成する」と定

め、年会費の設定はない。役員については、規

約（第4条）で「協議会に、次の役員を置き、会

員の中から総会において互選する」と定めてお

り、具体的な構成は以下のとおりである（顧問

に関する規約は第5条）。

会長1名：仙台市長

副会長2名：ベガルタ仙台、市民後援会会長、

仙台市文化観光局長

監事2名：仙台青年会議所理事長、泉青年会

議所理事長

顧問：知事、県議会議長、市議会議長

地元有力企業、サッカー協会、商工会議所、

泉中央活性化関係者などで構成された幹事

会を設置、事務局は仙台市であるが、事業計

画などは運営委員会で企画・実施する形態と

した。メンバーは、仙台商工会議所、河北新報

社、ベガルタ仙台、宮城県サッカー協会、支援

組織などの実務者が参画している。

こうした組織編成と運営方法は、その後設立

された楽天イーグルス・マイチーム協議会や仙

台89ERSホームタウン協議会のモデルとなっ

て活かされていったといえる。

②楽天イーグルス・マイチーム協議会
次に、楽天イーグルス・マイチーム協議会であ

るが、会員は規約（第4条）に「本協議会に会員

は、第1条の目的に賛同する団体・企業等とす

る」と規定され、年会費が設定されている。役員

については、規約（第6条）で「本協議会に次の

役員を置く」と定めている。具体的な構成は以下

のとおりである（顧問に関する規約は第7条）。

長町に掲げられたフラッグ（2019年9月24日）
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会長1名：仙台商工会議所会頭

副会長若干名：河北新報社社長、JR東日本東

北仙台支社長、楽天野球団社長

監事若干名：仙台観光国際協会理事長、仙台

青年会議所理事長

顧問：県知事、仙台市長

上記の組織編成について説明すると、地元

有力企業が参加する幹事会を置き、その下部

組織として、役員社の河北新報社、JR東日本、

顧問の仙台市、宮城県、監事社から実務担当

者と事務局の仙台商工会議所からなる「事務

局団」を置き、企画・活動の核とした点に特徴

がある。

また、組織内に地域振興部会を置いて、特に

仙台市内中心部商店街との関係づくりを行うと

ともに、応援委員会を設置して応援ルールづくり

を行い、ボランティア部会を設置してボランティ

アを希望する市民と球団との橋渡しを担った。

③仙台89ERSホームタウン協議会
次は仙台89ERSホームタウン協議会であ

る。会員については、規約（第4条） に「協議会

の会員団体は、第2条の目的に賛同する団体・

企業等とする」と規定されており、年会費が設

定されている。役員については、規約（第6条）で

「協議会には、次の役員を置く」と定めている。

具体的な構成は以下のとおりである（顧問に関

する規約は第9条）。

会長1名：仙台市長

副会長若干名：宮城県バスケットボール協会

会長、河北新報社社長他

監事2 名：仙台商工会議所青年部、仙台市バ

スケットボール協会会長

顧問：県知事、仙台商工会議所会頭

組織および活動の特徴としては、地元の企

業などによる幹事会、その下部に運営委員会

を置き、事務局の仙台市スポーツ振興事業団

と共に企画・実施を行っていること、仙台市太

白区長町地域を拠点にしていることもあり、当

該地区の商店街や町内会などとの連携に力を

入れて活動していることなどが挙げられる。

④仙台プロスポーツネット（参考）
最後に参考として2007（平成19）年4月に

設立された仙台プロスポーツネットを紹介して

おきたい。

仙台は3つのプロスポーツの本拠地があり、

それぞれの球団に官民一体となった支援組織

が存在する日本唯一の都市であることを背景

に仙台プロスポーツネットは誕生した。

その主な目的は、各支援組織が持つ知識、

機能、情報、事業を連携させることにより、各

支援組織だけでは達成し得ない効果をもたら

すとともに、3球団の連携を進め、仙台のプロ

スポーツを日本全国に発信し、さらなる地域密

着、相互の活性化を図ることにある。

【活動の特徴】

仙台に本拠を置くプロスポーツ球団はそれ

ぞれ地域戦略が異なっているため、共同事業

がしづらい状況にある。そこで、3球団のオブ

ザーバー参加のもと、仙台市スポーツ振興課

が事務局となり、各球団それぞれの支援組織

である楽天イーグルス・マイチーム協議会、ベ

ガルタ仙台ホームタウン協議会、イエローブー

スターズ（当時）の3者が参加し、各球団の地

域戦略を妨げない範囲で、支援組織が主体と

なった3球団連携を推進する試みを行った。

主な活動実績は次表に示すとおりであるが、

つまりは野球もサッカーもバスケットボールも

セットで楽しむような形でイベント事業を展開

した。2023年にスポーツコミッション仙台に統

合する形で発展的解消を図ったところである。
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活動実績

2007年  6月 仙台プロスポーツネット設立記念シンポジ
ウム「プロスポーツと地域」

2007年  7月 サマースポーツフェスティバル
「ガリバーオールスターゲーム＆ベガルタ仙
台パブリックビューイング」

2007年  9月 ベガルタ仙台＆楽天イーグルス観戦企画：
観戦満喫パック、観戦おためしパック

2007年12月 第3回せんだいプロスポーツフェスティバ
ル：フォト＆絵画コンテスト、せんだいプロス
ポーツかるた読み句募集、スタジアムDJバ
トル

2008年  4月 4.12仙台のプロスポーツを応援する同日
観戦パック
No.1「仙台バーサス大阪」楽天戦＋仙台
89ERS戦
No.2「地下鉄シリーズ」ベガルタ戦＋仙台
89ERS戦

2010年  3月 第5回せんだいプロスポーツフェスティバ
ル：チアリーダーパフォーマンス、応援ファッ
ションショー、体感型スポーツパークほか

2010年  4月 指導者クリニック

2014年  2月 ボランティアマナー講習会

これらの活動について少し補足説明をして

おきたい。

2007年9月のイベントは、ベガルタ仙台と楽

天イーグルスの試合を同じ日に両方観る企画

として実施したものである。新聞記事になった

ほど話題になったイベントである。イーグルスの

試合の後、ベガルタ仙台の試合会場へ移動す

るバスの中で応援ユニフォームを着替えるとい

う面白い光景も見られた。この2試合観戦パッ

クは2008年4月、楽天イーグルスに89ERSを

セットにした形でも実施している。

3つのプロスポーツチームのスタジアムDJに

よるトークバトルも好評で、こういうことは3つの

プロスポーツのある都市ではないとできない試

みだろうと思われる。そのような意味で、3つの

プロスポーツチームは仙台の宝物だという認

識で、われわれはさまざまなPR活動やイベント

開催にも取り組んできたところである。

5.支援組織の成果と課題
①多様な波及効果としての成果

市民が日常の中で、生き生きとスポーツを楽

しみ、スポーツボランティアなどの活動を通じて

支えあい、応援することで感動を分かち合う。そ

してプロスポーツを通じて市民、行政、企業や

団体がひとつのチームとなり、地域の活性化の

実現を図るという土壌が仙台にできあがってき

ているといえる。

プロスポーツとその支援組織の活動は、地域

経済への貢献、交流人口の拡大にもつながっ

ていると考えられる。そこで、われわれの支援活

動が、プロスポーツの経済波及効果と観客動

員数にも少なからず貢献しているという自負と

前提の下、この2項目について、宮城県の集計

データをここに紹介しておきたい。

これらの数字で見て、支援組織がどれだけ

具体的に貢献しているかについては計り難い

ものの、地元プロスポーツチームへの関心が高

まっていることは事実である。

2020（令和2）年度に実施された「仙台市ス

ポーツに関する意識調査」によると、地元プロ

スポーツチームに対する関心の有無を見ると、

「大いに関心がある」「まあまあ関心がある」が

経済波及効果（宮城県HPから／単位：円）

2006年 2010年 2016年 2023年 2024年
楽天イーグルス 97億 138億 213億 178億 224億
ベガルタ仙台 26億 25億 24億 19億 22億

観客動員数（宮城県HPほか／単位：人）

2006年 2010年 2016年 2023年 2024年
ベガルタ仙台 346,868 330,287 287,839 235,521 253,294
楽天イーグルス 905,820 1,067,334 1,517,680 1,292,028 1,553,915
仙台89ERS 44,080 37,908 72,568 131,194 130,748
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6割を占めた。

一方、スポーツボランティアの活動について

見ると、「活動したことがある」が約3％である。

スポーツボランティア登録者数（ボランティアス

テーション）は、2019（令和元）年の337人か

ら2025（令和7）年は1,654人と登録者数が

大幅に伸びたことから、スポーツボランティアに

関心を持つ人が増えてきているのが数字に表

れている。支援組織の大きな効果というのはこ

のスポーツボランティアの増加が一番ではない

かとさえ思えるほどだ。

その他、「プロスポーツによる東日本大震災か

らの復興キックオフデーの調整がスムーズに行

うことができた」とか「構成メンバーに各分野の

実務者を参画させることにより、化学反応で大

きな成果が期待できる」などといった声もある。

後者については、「こんなことができるのでは？」

というような1つのアイデアが、各分野の実務者

が参画することによって、「そうだよね、それとそ

れ結びつけてやりましょうよ」というように、想定

しなかったことが実現可能となりやすいという

ことを意味しています。これも支援組織のメリッ

トであり、評価できる点だと考えられる。

また、スポーツボランティア支援活動を展開

する中で、「県道、市道への応援フラッグ掲出

が許可されやすい」「各球団からチケットの割

引が受けやすい」といったことも増えているよう

だ。前者について補足すると、県道や市道の街

路灯などにフラッグを掲出する場合、楽天イー

グルスあるいはベガルタ仙台の名前では、掲示

が許可されないことも多い。フラッグに支援組

織の名前や自治体の名前を併記することで受

け入れていただきやすくなるのである。

こうした有形無形のメリットがあるという点

からしても、支援組織の存在と活動が、多様な

波及効果をもたらしていることが容易に想像で

きよう。

2011年4月29日は特別な日だった。東日本

大震災からの「復興キックオフデー」だった。こ

の日は楽天イーグルスもベガルタ仙台もホーム

開幕戦であり、東北新幹線、仙台市地下鉄が

全線再開とも重なった。地下鉄などは開幕戦

に間に合わないとされ、観客をスタジアムまで

どう運び込むか心配されたが、奇跡的に間に

合い、試合も両チームが勝利した。これに先立

ち知事の「復興キックオフ宣言」により宮城県

民に再スタート、前に進む意識を持ってもらお

うと宮城県に要望し、実現した。この時ほどス

ポーツの力を感じたことがない。

②残された課題とこれからの展望
各球団創設期は、支援組織がまさに市民に

よるバックアップ組織として機能してきた。

その後、各支援組織設立から年月が経過し、

単に球団と地域を結ぶメッセンジャー的な役

割だけでなく、支援組織が地域課題や市民の

要望を球団や自治体に伝えたり、それの実現

に汗をかいていかなければならない存在となっ

てきている。

つまり、各支援組織がこうした重要な役割を

いかにして担っていくかが、今後の課題となっ

てきているのだ。

また、球団関係のキーパーソンが代わった場

合や、行政の人事異動に伴う窓口機能などに

変化があった場合、われわれの組織の継続性

をどう保持していくかということも、常に考えて

おかなければならない課題である。

さらに、予算の確保にも課題を残している。

行政の負担金がいつまで続くか、会費の徴収

をどうするかなど、もともと独立採算は不可能

な支援組織であるがゆえに、この点は各支援

組織共通の大きな課題であり続けるといえる。

このように特に2005年から活発化したプロ

スポーツ及びその支援組織の活動の進化形が

「スポーツコミッションせんだい」である。その

詳細説明は別の機会に設けたい。
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第3章	 つなぎ、支え合い、共に創る、仙台・宮城のスポーツボランティア
	 ［執筆者：泉田 和雄］

第1節	ボランティアのはじまり

1.はじめに
仙台に拠点を置くプロスポーツや、規模の大

きいスポーツイベントではたくさんのボランティ

アが活動している。実はそれは当たり前のもの

ではなく、全国各地の都市の中でも稀有な事

例であり、長い時間をかけて多くのスポーツ主

催者や参加する市民、それをつなぐさまざまな

人々によってつくられ育てられ続いてきたもの

である。スポーツを「支え合う」文化がどのよう

に作られてきたのかをまとめてみたい。

2.派遣型から市民参加型へ
1998年のシーズン開幕と同時にサッカーの

ブランメル仙台（現在ベガルタ仙台）でのボラ

ンティアが始まった。その背景には財政的な課

題もあったが、当時JFLのチームでもボランティ

ア制度を採用している所が多くあったことや、

翌年からJ2がスタートするということも影響し

たと思われる。

この時期、スポーツは受難の期間で、さまざ

まな実業団チームが経営母体の不振により廃

部となることが多く、その影響はサッカーにも及

んでいた。鳥栖、平塚、福岡など地方のクラブ

の経営問題が表面化、「横浜フリューゲルス」と

「横浜マリノス」の統合も話題となった。当時

ブランメル仙台には、多くの累積赤字があり、

ボランティア募集をしたのはチームだったが、

応募した人 の々中には「チームを無くさないこと」、

それを目的に参加した人も多くいた。

最初の1年はボランティアとはいいながら、内

実は企業や学校、そして行政などからの派遣

された人が大半であった。J2が始まった1999

年からは派遣型は減少し、市民参加のウェイト

が年々アップしていった。リーダー制度が定着

し、経験がマニュアル化（現在ではボランティア

ハンドブックとして毎年更新されている）された

り、自主的な研修会も増え、チームと連携し他

チームへのバスでの「応援研修」も実施された

りした。また、この年には「ベガルタ仙台市民後

援会」も発足し、スタジアムの内外での支援活

動を現在も展開している。

3.ごみ問題に“仙台方式”で対応
ボランティアの取り組みで象徴的だったの

が、ごみの分別とリサイクルの推進取り組み

だった。初めてJ1に昇格した2001年、昇格が

現実になりつつあるとともにスタジアムは満員

となり、それまでゲーム終了後30分で終わって

いた清掃活動が、ごみの増加に伴い1時間たっ

ても終わらなくなったことが発端だった。オフ

シーズンに環境NGOの方 と々打ち合わせを実

施。2002年のシーズン開始時にごみの内容の

分析を行い、当時多かった紙コップを重ねて回

収したり、ペットボトルなど資源ごみの分別を

進めたりした。観客も協力的で、シーズン途中

からはリユースカップの導入、レジ袋の廃止な

どにステップアップ。やがて清掃業者とも連携

し、分けたごみのリサイクル、リユースが始まっ

たのである。

その後“仙台方式”と呼ばれることになるこ

の活動は、市内の全てのプロスポーツイベント

やまつりなどにも広がり、現在では共通した分

別方法が定着している。その普及啓発に大き

な力を発揮し、中心的な役割を果たしたのが

ベガルタ仙台ボランティア※1であった。

（脚注）
※1ベガルタ仙台ボランティア：1997年にベ
ガルタ仙台ボランティアの募集を開始し、98
年にボランティア登録をして、活動を開始。
2000年ベガルタボランティアリーダー制を導
入。03年財団法人みやぎ・環境とくらし・ネット

参考WEBサイト
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ワーク（MELON）の協力を得て、スタジアムごみ減量作戦の取り組み
を組織的に行う。ボランティア活動を通じて、社会性を高め、ベガルタ
仙台をサポートする仲間の輪を広げながら、現在に至る。

第2節 サッカーワールドカップがやってくる

1.市民参加型のサポートメンバーを募集
2000年に入り、このころのスポーツ界の話

題の一つが「サッカーワールドカップ」であっ

た。各地に巨大なスタジアムが次々に完成し、

ボランティアに関する話題も数多くあった。宮

城も開催地の一つだったものの、地域全体とし

ては決して盛り上がってはいなかった。そこで、

宮城県の推進委員会が募集したのが、市民か

らワールドカップの機運の醸成と周知の活動

をするサポートメンバーだった。この取組は他

地域と比較しても、市民参加型の前例の少な

いものであった。

2.「キックラブ」の通称で市民の間に浸透
こうして市民によって組織されたのが、「ワー

ルドカップ宮城・仙台友の会」である。やがて

「キックラブ」の通称名で呼ばれるようになり、

市民の間に浸透していった。組織の目的は下

記のようなものだった。

ワールドカップを皆さんの手で盛り上げる

ために各種事業の企画・実施を行います。

・FIFAワールドカップ宮城開催の広報事業

・会員相互の交流を図るための事業

・会員からの企画募集など

ワールドカップ終了時までの期間限定の組

織ではあったが、集まったメンバーから事務局

的な役割を務めるメンバーを募り、最初は自分

たち自身が学び合うことからスタート。その後

は、メンバーで意見を出し合い、ワールドカップ

関連のシンポジウムやパネル展の開催、仙台

がキャンプ地となったイタリアチームの関連企

画として、留学生を集めての国際交流フットサ

ル大会を開催するなど、できる限りお金をかけ

ずにさまざまな活動を展開した。

3.機運を盛り上げる活動を展開
2002年のワールドカップ開催期間中には、

仙台市内の「サッカーパーク」という交流ス

ペースにキックラブのブースを設置し、無料で

フェースペイントをしたり、会場となる宮城スタ

ジアムの芝を乾燥させてお守りを作ってプレ

ゼントしたり、参加国のあいさつの言葉をミニ

リーフレットにしたり、サッカー神社を設置した

りと、キックラブに参加した市民が自分たちで

考えた企画を形にすることに取り組んだ。

大会はやがて終わったが、当時の体験や想

いはレガシーとして残り、それを共有し、引き継

ぐ形で2003年、宮城スタジアムに「グランディ・

21ボランティア」が誕生した。そして、翌2004

年には、さらに幅ひろいスポーツをサポートする

「市民スポーツボランティアSV2004」が組織

されたのであった。

次に、これら二つの組織について、順に述べ

ていきたい。

4.スタジアムボランティアの立ち上げ
2002年のサッカーワールドカップの日韓共

催の大会が終った後、キックラブのメンバー

は、総括のシンポジウムの準備をしながら、発

足当初から考えてきたことを形にしていく活動

を始めていた。その一つが、ワールドカップの

会場となった「宮城スタジアム」を拠点にした

ボランティア組織を起ち上げようというもので

あった。

実は、Jリーグクラブのボランティアとは別組

織のいわゆる“スタジアムボランティア”の立ち

上げの動きは埼玉、横浜、静岡、札幌、大分、新

潟など、他のワールドカップ開催スタジアムで
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もあった。だが、現在ではJリーグクラブのボラ

ンティアはあるものの、スタジアム自体で組織さ

れ活動するボランティアは、横浜と静岡と宮城

のみとなっている。

5.グランディ・21ボランティアがスタート
2002年のワールドカップや前年の国体に

使用された宮城スタジアムは約270億円の建

設費がかかっており、4.9万人の収容人数であ

る。しかし、建設当時から交通アクセスの悪さ

が指摘されており、その影響で2002年以降の

利用率は低下すると予測されていた。

せっかくの施設をより良い形で活用していく

ため、ボランティア組織を起ち上げ、たくさんの

市民・県民が利用しやすく身近な施設とするこ

とが重要だと考えた。また、そこで開催される

スポーツ大会を支えることも含め、市民レベル

でできることを県のスポーツ関係者とともに検

討を重ね、2003年、「グランディ・21ボランティ

ア」がスタートした。

設立から20年あまり経た現在も、活動の大枠

は発足当初と大きくかわらず、施設の見学案内

や、大会の運営サポート、周辺の案内などがあ

りコンサートも含めて、大規模イベントではなく

てはならない存在となっている。また、県内のス

ポーツボランティアが利用可能な「ボランティア

センター」があることも大きな特色となっている。

6.SV2004の発足と活動の理念と目的
2004年9月、これまでの経験をもっと幅広

いスポーツのサポートに役立てることを目的

に、市民型・多種目型のボランティア組織とし

て「市民スポーツボランティアSV2004」（以下

「SV2004」と呼ぶ）が発足した。「SV」は言う

までもなくスポーツボランティアの略称であり、

これに発足年を加えた名称である。

市民有志で立ち上げたことから「市民スポー

ツボランティア」を冠し、「市民スポーツボラン

ティアSV2004」を正式名称とした。

「スポーツでまちを元気にする」を基本理念

とし、目的として「スポーツをより楽しくコーディ

ネイトし、ネットワークを通じて環境改善にも取

り組むことで、スポーツの振興とスポーツに関

わる人々の社会的認知を高めることに貢献し

ます」と定款に定めた。

特徴的なのは、スタート段階からの大きな活

動テーマとして、活動を楽しむことを大事にし、

そのための環境を作ること、人材育成のための

研修、全国の仲間との交流、スポーツを通じた

ネットワークづくり、情報発信や活動の記録、

エコ活動の推進などを掲げたことであった。

自主性と自立性を守るために団体への登録

条件として会費制とし、年会費は1,000円（学

生は無料）。通信費や会議費、資料代などを考

慮し設定した。資金がなくても「身の丈での活

動でよし」としていたため、この会費は現在も

変っていない。

幸いなことに、発足後すぐに宮城県ラグビー

フットボール協会から、トップリーグの試合運

営に対するサポートの依頼があり、活動の場

が生まれた。この取り組みからSV2004とラグ

ビー協会の関係は強く、2019年のラグビー

ワールドカップの開催地招致の活動や、その後

の釜石開催のサポートまで、現在も継続的にサ

ポートのための活動が続いている。

第3節	プロスポーツを支える市民
	 ボランティア

1.経験とネットワークを持つ組織として
2004年9月のSV2004の発足は、後から思え

ばここしかないタイミングでのスタートであった。

それは関西で起きたプロ野球チームの統合

問題で、紆余曲折があり仙台に新球団が誕生

する可能性が高まっていたからである。もう一

つは2005年にプロバスケットの仙台89ERS

がbjリーグという新リーグで参戦するというも
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ので、こちらは比較的早く11月にはボランティ

ア立ち上げの打合せが始まっていた。相手から

見ればフリーの市民組織というのは珍しいこと

や、一方で、さまざまな経験とネットワークを持

つ組織として期待されたものと思われる。

2.プロ野球初のボランティア誕生
2004年11月2日、正式に東北楽天ゴールデ

ンイーグルス（以下、「楽天イーグルス」と呼ぶ）

が仙台に誕生した。実は仙台には過去（1974

年から1977年）にロッテが本拠地とした時期

があったものの本格的に地域に根差すことは

なく、短期間でチームを失った苦い思い出が

あった。そのため、今回は行政や地元商工会な

どの対応は早く、プロ野球初のボランティア構

想も早い段階で生まれていた。

チーム誕生が決定すると、SV2004として新

球団に対しボランティア制度創設の提案を行

い、一方では官民一体の球団支援組織である

「楽天イーグルス・マイチーム協議会」の中の

「応援・ボランテイア部会」を舞台に、立ち上げ

のための検討も重ねた。その結果、12月には、

球団スタッフとボランティア制度の概要につい

ての話し合いがスタートしている。

規模の大きい、しかも過去に経験してきた

サッカーやラグビーのイベントと違ってゲーム

数も多く、連戦もあれば終了時間もはっきりし

ないスポーツということもあり、活動内容を決め

て、募集要項をつくり、細かい点を一つ一つ決

めていくことはなかなか難しい作業であった。

2005年の1月から3月は、ほぼ毎週のように打

合せを重ねた。球団は、「地域密着」という狙い

を実現する方策の一つが「市民参加」である、

という考え方であった。さまざまな不確定要素

がある中で、ボランティアがどれだけ集まるか

もわからないだけに、無理のない形で立ち上げ

ることが求められ、こうして誕生したのが「楽天

イーグルス・ボランティア※2」だった。

（脚注）
※2楽天イーグルス・ボランティア：2004年
10月の球団創設時の目標である「地域密着
の実現」を目指し、設けられたプロ野球界初
のボランティア制度。組織の運営には「市民
スポーツボランティアSV2004」のほか、「公
益財団法人みやぎ・環境とくらしネットワーク

（MELON）」が参画、医療ボランティア活動
をNPO法人救命救急と医療安全を学び実践する会が応援している。

3.楽天イーグルス日本一をボランティアが支える
プロ野球で最初のボランティアであること

で、無理のない活動内容を考えるに当たって

参考にしたのは、ベガルタ仙台の取り組みだっ

た。とりわけ大きな成果をあげていたエコ活動

については、ぜひとも導入したいものだった。時

間との戦い（実質3カ月ほどの準備期間）だっ

たが、エコ活動とゲームがない日の球場の見

学案内の活動に絞り込み、スタートすることに

なった。

現在も楽天イーグルスのボランティア活動は

3つの団体がサポートしており、ボランティア活

動全般をSV2004が、エコ活動をみやぎ環境と

くらしネットワークが、そして、医療ボランティア

活動をNPO法人救命救急と医療安全を学び

実践する会が支えている。

楽天イーグルスは、2013年には日本一にな

り、市内での優勝パレードでのボランティア活

動も行った。また、オールスターゲームの際も、

全国からボランティア仲間に集まっていただ

き、活動を行うことができた。

4.プロバスケットボールでのボランティア活動計画
「どうスポーツのボランティア活動をデザイン

するか」を考えるとき、やはり一つのスタンダー

ドが大切になる。2004年、プロバスケットの新

チームが仙台に発足するということが決まり、

翌年の開幕に向けてボランティア組織の立上

のための話し合いが始まった。

それまでの実業団主体のリーグに満足せず、

Jリーグクラブのように地域に根差したプロ化

をめざすbjリーグの誕生、その6クラブのうちの

参考WEBサイト
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一つが仙台を拠点とする仙台89ERSであり、

2005-2006年シーズンからのスタートに向けて

ボランティア組織の立ち上げが計画された。

仙台のスポーツボランティアは、ベガルタ仙

台、楽天イーグルスがあり、グランディ・21ボラ

ンティアとSV2004が既に活動していた。そこに

は共通する一定の活動基準も生まれていた。

それは、「楽しく」「主体的」に活動する環境

を作ること、エコ活動は仙台方式といわれる一

つのルールに基づいて行うこと、参加者の負担

をできる限り軽減すること、ボランティアのケア

の仕組みを作ることなどであり、バスケットボー

ルのボランティア活動も、これらの基準をもとに

組み立てることとなった。

現在までこうした基本は変わらず、その結果、

他の地域のBリーグのクラブのボランティア活

動とは、いくつかの相違点が生まれている。

その最大の違いは他のチームの大半で実施

されている「設営・撤収」をしていないことにあ

る。これは、活動開始当時の仙台のボランティ

ア活動時間が6～7時間であり、ゲーム運営の

もてなしに特化することが、募集の際に重要と

考えられたためで、当然、設営と撤収は学生や

アルバイトが担うことになるが、ボランティアメ

ンバーの負担が少ない活動時間にした結果、

他チームに比べ継続率も高く、現在でも毎年

100人以上の登録者を確保できている。

5.ハンドブックの作成とボランティア運営の体験
SV2004として最初に取り組んだのは、ス

ポーツボランティアの研修ツールとしてのハン

ドブックづくりであった。2005年に何度か実

施した研修会の資料をもとに心構えやマナー、

そして、活動の柱の一つだった「エコ活動の基

本」をまとめたものだ。第1版を2006年に、第

2版を2010年に、第3版を2014年に発行し、

SV2004のウェブサイトのトップページの下に

掲載した。

2006年で一番規模の大きかった活動は

「FIBA世界バスケットボール選手権大会」の

活動であった。“バスケットのワールドカップ”と

呼ばれ、8月の暑い期間にエコ活動を中心にサ

ポート、単発型のイベントのボランティア運営

を任されるという意味で貴重な体験となった。

忘れられないイベント体験がもう一つあり、

各地の仲間の交流機会として2005年の山形

からスタートし、2006年に新潟で開催した「東

北スポーツボランティアサミット」を2007年2月

に「第3回東北サミット in 仙台」として宮城で

初めて開催した。会場は宮城スタジアムで、2日

目には楽天イーグルスの球場見学も実施。生ま

れて間もない組織にとっては、モチベーシヨン

アップにつながる活動を体験した。

6.「エコ活動」で一足早くSDGsに取り組む
2007年、SV200のこの年の最も大きな活動

は、プロ野球のオールスターゲームであった。7

月21日、仙台で初めてのイベントに臨み、これま

で取り組んできた「エコ活動」を全国に紹介する

ため、球場内にボランテイアテントを設置した。

この活動も参考となり、2008年から日本プ

ロ野球（NPB）が「グリーン・ベースボールプロ

ジェクト」というテーマで、エコなどに取り組む

活動の起ち上げにもつながった。今日のSDGs

への取り組みを先取りするような活動といえる。

また、SV2004は、この年仙台近郊の泉ケ岳

を舞台にマウンテンバイクのレースや山岳マラ

ソンを行う「泉ケ岳アウトドア・フェスティバル」

のボランティアに初参加している。朝6時に山の

中腹に集合し、給水などの活動を行った。

さらに、スポーツボランティアの初心者のた

めの入門講座なども開催しており、これは現在

も続いている。

こうした活動は、プロスポーツなど4団体と

の連携しながら発展を遂げ、毎年「スポーツボ

ランティアマッチング※3」（主催：スポーツコミッ

ションせんだい※4）を開催するなど、現在も継

続している。
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（脚注）
※3 スポーツボランティアマッチング：スポーツボランティアの活動に
関心がある方々に対し、プロスポーツや単発のスポーツイベント、障害
者スポーツ団体などのボランティアを必要とする組織が、自分たちのと
ころで行われているボランティア活動を紹介し、個別の質問や相談、
登録などを受け付けるイベント。現在は「スポーツコミッションせんだ
い」が主催団体となり、市民スポーツボランティアSV2004が共催とし
て毎年定期的に開催されている。
※4 スポーツコミッションせんだい：2014年12月、スポーツによる街の
活性化、地域のスポーツ振興、スポーツを支える力の強化を事業内容
に掲げて発足した仙台市長を会長とする任意団体。

7.他地域での体験から学ぶ
プロスポーツ3チームでボランティアが活動

していても、まだまだボランティアの社会的な

認知度は高いとはいえない。SV2004の活動5

年目となった2008年はそんな状況であった。

イベントとしては北京五輪の壮行試合となっ

た女子ソフトボールの大会があった。完成して

間もない仙台市宮城野区の仙台市民球場を

舞台に、カナダとオランダ、そして日本が総当た

りで戦った。その後、本番のオリンピックでは、

日本代表が金メダルを獲得した。

バスケットボールでは、有明でのbjリーグプ

レーオフのボランティアに仲間たちと一緒に参

加し、ボランティアの組織、指示系統、運営の在

り方について学んだ。

第4節	仙台で全国とつながっていく

1.バスケットのオールスターゲーム
2009年、この年は宮城のスポーツがとても

元気な1年だった。サッカーのベガルタ仙台が

2度目のJ1昇格を果たし、野球の楽天イーグル

スは創設以来、初めてクライマックスシリーズ

に進出。そしてバスケットボールの仙台89ERS

は、オールスターゲームを開催した。

そのオールスターゲームの開催は2010年1

月であった。振り返れば、そのための打ち合わ

せは2009年4月にスタートしていて、ゲーム運

営サポートだけではなく、SV2004では行政な

どと連携し、ゲーム前日に「bjリーグホームタ

スポーツボランティアマッチングの様子

2025年のフライヤー
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ウン・ミーティング」を開催。全国各地のリーグ

関係者やボランティアが集り、さまざまなテー

マで意見交換を行い、親睦を深めた。その数は

130人以上、参加してくれたボランティア仲間

と共に、翌日のオールスターのゲーム運営をサ

ポートし、約6千人の観客を無事に迎えること

ができたのが何よりもの喜びであった。

2.「スポーツリレートーク」がスタート
2010年は、外部からの依頼なども増え始

め、宮城でのスポーツボランティアへの関心が

高まってきた時期であった。

その年の5月、毎年こどもの日に開催される

宮城スタジアムのピッチ開放のイベントでは、

芝生のコートでさまざまなボールを使って遊ん

でもらったり、見学案内をしたり、いろいろなス

ポーツのボランティア仲間を集めて、交流企画

としてドッジビー大会も開催した。

さらに、この年のトピックは「スポーツリレー

トーク※5」がスタートしたことであった。地元の

スポーツ界のキーマンに講師をお願いし、平日

の夜にじっくりお話しを聞くというもので、最初

は会員向けの企画であったが、やがて県外か

ら講師を迎えたり、一般にも開放したりするこ

とで聴講者も確実に増えて、100人規模となる

回もあり、初年度は7回開催した。

この企画を通して得られた一番のレガシー

は、ボランティアを取り巻くネットワークが自然

に作れたことであった。講師をしていただく方々

と一定の関係が生まれ、相手のことを知るだ

けでなく、ボランティアのことを知っていただく

機会にもなった。いうまでもないことであるが、

スポーツボランティアは活動の場があってこそ

の存在といえる。何度かの中断をはさみリレー

トークは現在も続いている。

（脚注）
※5 スポーツリレートーク：地域のスポーツに関わる方々からいろいろ
な話を聞くことで、ボランティアの活動の参考するためSV2004が
2010年に始めた活動。平日の夜に公共施設の会議室に、ボランティ

アで協力いただける大学・プロスポーツ・メディアなど多彩な方 を々講
師としてお招きし、前半1時間程度の講演と質疑や意見交換を行うと
いもので、記録集も作成。本来は勉強会であるが、より気軽に参加で
きるよう飲食自由とした。講師の方々にSV2004の活動を知っていた
だく機会ともなり、活動の発展にもつながっている。

3.震災後の祈り、願い、決意
一瞬で全てが変る大規模自然災害。特に地

震は予測できないだけにそう感じる。さらに、津

波や原発の放射能の爪痕など、2011年の東日

本大震災の影響は今も消えない。

東北に限らず、全国のスポーツが動きを止め

たあの日。ボランティアもまた、その日その日を

生きることで必死だった。やがて、さまざまな支

援と多くの人々の力でライフラインが回復しは

じめた。

ベガルタ仙台は同年4月29日、震災後初め

てホームで、J1リーグの浦和レッズ戦を行っ

た。仙台市民や宮城県民にとって大きな意味

を持つ日となったことから、村井嘉浩宮城県知

事はこの日を「震災復興キックオフデー」と名

付けた。29日は楽天イーグルスも震災後初の

ホームゲームを行った。こうしてそれぞれホー

ムゲームを開催し、どちらも満員となった。祈

り、願い、決意、いろいろな思いが交錯した光

景がそこには感じられた。

この日はスポーツイベントのみならず、東北新

幹線の仙台−一ノ関間の運転が再開し、全線

が復旧した。さらに、仙台市営地下鉄も台原−

泉中央間が開通し、こちらも全線復旧するなど、

主要な交通インフラが復興した日でもあった。

4.東北スポーツボランティア・サミット宣言
5月2日、宮城スタジアムのあるグランディ・

21の合宿所に全国各地から50人を超えるス

ポーツボランティアが集結し、スポーツでボラン

ティアとして、今何ができるかについて話し合っ

た。その結果まとめられたのが「東北スポーツボ

ランティアサミット宣言」である。メーンスローガ

ンは「スポーツで笑顔を未来へ」。スポーツに人
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を元気に笑顔にする力があるのなら、そのため

にできることをしよう、そう考えたのである。

さらに、メーンスローガンとともに、次の三つ

の活動目標を掲げた。

「未来を担う子供たちに、スポーツの楽しさ

を伝える活動をします」

「スポーツを通じて震災復興のための支援

活動を行います」

「地域に根差すスポーツ組織を支援する活

動をします」

5.89ERSの経営危機
東日本震災は、仙台のプロスポーツ界にも大

きな被害を与えた。多くの施設はほとんどなん

らかの被害を被り、再開には長い時間がかか

るものもあれば、被害が少なかった施設はほぼ

例外なく避難所などに使用されていた。

シーズンの終盤を迎えようとしていたバス

ケットボールへの影響は大きく、仙台・埼玉・東

京の3チームは震災の日でシーズンを終了せざ

るを得なかった。そして、震災後ほどなくして地

元紙に89ERSの経営危機のニュースが掲載さ

れた。

「そこにあることが当たり前」ではないという

こと。市民が経営危機の事実を知り、多くの

仲間があちこちで募金や署名活動を自発的

に開始し、その輪は全国に広がった。選手たち

は、全国のチームに分散する形で所属し、残り

のシーズンを戦った。その後たくさんの募金と

23,000人を超える署名によって、チームはかろ

うじてbjリーグから存続を認められた。しかし、

震災の年に被った経営的なタメージはあまり

にも大きく、後の2018年の経営体制刷新の大

きな遠因となった。

6.プロ野球オールスターの開催とボランティア
震災があった2011年のサッカーや野球のボ

ランティア活動は、例年よりやや遅れてスター

トした。また、この年と翌12年のボランティア参

加者数は大きく減少した。

こうした中、11年7月24日に開催されたのが

プロ野球の「マツダオールスターゲーム2011」

であった。このゲームには被災地から5,000人

以上の子どもたちが招待され、1日を笑顔で過

ごしていただくための企画であり、満員となっ

た球場内の観客のサポートを楽天ボランティア

が行った。同時に、全国からこの日のための集

まってくれたボランティアスタッフが、招待され

た子どもたちと隣接する陸上競技場でのイベン

トをサポートした。

同年10月10日、仙台市などで開催されたオ

リンピックデー・フェスタやラグビートップリー

グのチャリティマッチのサポートを行うなど、全

国の仲間とやれる活動をやれる範囲で取り組

んだ1年であった。

7.仙台のスポーツ関連イベントが大きく変化
翌年の2012年も前年の震災によるさまざま

な影響を受けながら活動が続いた。同時にま

た、仙台のスポーツが変化した年でもあった。

5月、それまでエリート対象の大会だった「仙

台国際ハーフマラソン」が市民ランナーにも開

放され、1万人規模で開催された。私たちも初

めて参加したが、大会規模の拡大に運営体制

が追い付かず、課題の多い苦い活動となった。

しかし、この経験が翌年以降のボランティア活

動のベースとなった。

8月にはU-18女子のワールドカップが宮城

スタジアムで開催された。日本代表戦もあっ

た。東京電力女子サッカー部マリーゼが東日

本大震災による影響で休部したことを受け、そ

の受け皿としてベガルタ仙台レディースが誕生

し、そこから代表として参加した選手もいた。

10月、本来は2011年に予定されていた「ね

んりんピック」が1年遅れで開催され、SV2004

は研修段階から参加し、約1,300人の仲間と

一緒にボランティア活動をさせていただき、全
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国から参集した選手や役員にお礼の気持を伝

えた。

11月、女子バレーボールの仙台ベルフィー

ユのゲーム運営のサポート活動を開始した。こ

れまで、女子のスポーツの観戦機会がなかっ

た地域にサッカーとバレーボールのチームがで

きたことは、活動の幅が大きく広が始めたとい

える。

12月、これも前年の開催が1年遅れ、結果

としてお手伝いするようになったのが「日本ス

ポーツマネージメント学会」だった。地域のボ

ランティアが学会の開催を手伝い、その中で

スポーツボランティアの分科会を担当するとい

う、きわめて珍しいパターンとなり、いい刺激に

なった。

女子スポーツへのボランティア活動の広が

り、そして大規模なイベントによる新しい市民

参加の機会の拡大、現在があるのは2012年

の人のつながりが大きいと感じている。

特に仙台国際ハーフマラソンに参加してく

れたボランティア仲間を、どう次の活動につな

げていくか、参加者アンケートを実施した。そし

て、それが「スポーツボランティア・マッチング」

への本格的な取り組みへの契機となったので

ある。

8.楽天イーグルス日本一で終えた2013年
こうした活動をしていると、全てが予定通り、

期待した通りということはなかなかない。勝敗

をはじめ、むしろ思い通りにならないことの方

が多いもの。一方で、思い通りにならないからこ

そ、最高の結果が生まれた時は、本当にうれし

いということも経験している。

SV2004では年1回、4月に年次総会を開催

している。前年の活動を振り返り、新しい年を

ともに考え共有する場となっている。2013年

の総会では、基調講演者に女子バレーボール

の仙台ベルフィーユ監督・諸隈英人さんをお

招きし、話しいただいた。苦しい中にあっても前

向きな取り組みや目標や夢が必要であるとい

う熱い話に、参加したメンバーは皆感動したも

のだった。しかし、それから4年後、経営難でV

リーグ機構の判断によりチームは廃部に追い

込まれたことは残念でならない（その後2018

年に仙台ベルフィーユの関係者らが中心とな

り、リガーレ仙台が設立された）。

市民ランナーに開かれてから2回目となる仙

台国際ハーフマラソンについては、13年から

SV2004はスタートとフィニッシュをする競技

場の周りでの活動を担当している。一般の市民

とともに、エコ活動なども担当し、終了後にアン

ケートを実施。ボランティア活動の継続希望者

には、ひと月後の6月に、各ボランティア組織と

の出会いの場であるスポーツボランティア・マッ

チングを案内している。この結果年々参加者や

参加団体も増加しボランティア活動の入門の

取り組みとして現在も続いている。

振り返れば、SV2004は、ここまで組織として

仙台国際ハーフマラソン大会をサポートしてお

り、市政だよりなどを通じて応募される一般市

民のボランティアと共に、基本的にはスタート

＆ゴールの会場となる仙台市陸上競技場で、ド

リンクやエコステーシヨン、案内や記録などさ

まざまな活動をしてきた。大きな特色は、大会

の前から準備メンバーが大会事務局と打合せ

を重ね、前年までの反省や課題を踏まえて、当

日のボランティアの活動内容を検討したり、マ

ニュアルに取りまとめたりしていること。また、事

前の説明会や研修会に際しては、受付や会場

の設営・案内などの協力も行っている。

大会当日はスムーズな運営に向けて、大会

事務局と連携して活動し、活動後はアンケート

などを通じて意見を取りまとめ、次につなげて

いる。

この年7月には、バスケットの仙台89ERSに

関わるチアリーダーや学生、チームスタッフや

ボランティアが集り、ワークショップを開催し

た。グループで意見交換し、連携してできるこ
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とを検討した。その結果、当時の89ERSのホー

ムゲームでは、ボランティア活動が始まる前の

ミーティング時に、チアがチームの応援の踊り

や、体をほぐす軽体操をボランティアに教え、い

い距離感が生まれていた。

8月の宮城スタジアムでのサッカー日本代表

戦は、全国からの仲間の応援もあり約450人

で活動した。終了後は、被災地にも案内した。

そして、11月。プロ野球の楽天イーグルスが

日本シリーズで優勝し、日本一となった。誕生し

て9年目、星野監督の「ありがとう」という言葉

に胸を熱くした。その後のパレードのボランティ

ア活動は、一生忘れられないほどの高揚感に

包まれ、最高の結果を分かち合って1年を終え

ることができた。

第5節	 連携によって仲間とともにチャレンジ

1.スポーツボランティアの次世代育成活動
2014年の活動は4月26日に仙台で行われ

た羽生結弦選手のソチ五輪での金メダルを祝

うパレードから始まった。ご承知のように羽生

選手は2018年にも優勝し、仙台でパレードを

行っており、その規模は2014年の倍になった

ように思われる。

また、5月の仙台国際ハーフマラソンでは、前

年までのエコステーションでの活動から、タグ

の回収や案内、記録などに活動の範囲が拡大

しまた。さらに、ゴールしたランナーに対しハイ

タッチや声がけを行うことも積極的に実施する

ようになった。

9月からは、文部科学省の委託事業として

「中高生スポーツボランティア育成講座※6」

がスタートした。この年、期間は短かったもの

の22人が無事に1期生として修了式を迎えた。

「東京2020オリンピック・パラリンピック競技

大会」を見据えての活動であったが、既存のボ

ランティアの活性化にもつながり、2015年から

は「スポーツコミッション仙台」（会長：仙台市

長）が主催し、現在も続いている。

どちらかといえば、これまでSV2004として

活動することが多かったが、この時期を境に、

他組織と連携して活動することが増加していっ

た。いうまでもないことであるが、スポーツボラ

ンティアは「活動の場」があってこそ楽しみなが

ら活動できる。さまざまな組織や個人との連携

は、活動の大切な生命線であり、苦労はあって

も大切にしたいものである。

（脚注）
※6 中高生スポーツボランティア育成講座：「東京2020オリンピッ
ク・パラリンピック競技大会」の開催地の一つとして宮城が決まった
ため、スポーツボランティアの体験を通じて、若い世代を育成する事
業が2014年からスタートした。この取り組みは、オリンピック閉幕後の
現在も継続している。開始当初は文部科学省の委託事業だった。次
年度からは新たに発足した「スポーツコミッシヨンせんだい」が主催し、
SV2004が現場での運営を主管している。体験希望者は、説明会・
研修を受講した後、用意された活動メニューの中から3回以上を選択
し、活動後に都度レポートの提出を求めている。規定の活動が終わ
れば、受け入れてくれたイベント主催者や、サポートしてボランティアの
方 と々修了式を開催して修了書を授与している。こうした取り組みは、
受け入れている各プロスポーツやイベントの主催者の理解のもとに実
施されており、継続することで生まれた学校関係者の支援があり続い
ている。コロナ禍によって1年遅れで開催された宮城のオリンピック会
場に、多くの講座修了者の姿があった。地道な取り組みながら、確実
に未来につながっているものとなっている。

アイスブレーク

グループワーク
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2.課題を見つけ、改善して次につなげる
2015年は5月の仙台国際ハーフマラソンで

の活動からスタート。前年までの活動の反省か

ら、「案内係」の活動を設け、初めてのランナー

へのサービスを一層徹底するようにした。終了

後にはいつものボランティアマッチングのイベン

トのほか、活動報告会を開催し、いろいろとご

意見もいただいた。

8月には、復興支援を一つの目的として大相

撲仙台場所が開催され、事前の準備からお手

伝いした。約7千人の観客でいっぱいになった

仙台市体育館を見たのは初めてであった。そ

のわずか2週間後には、女子ワールトカップバ

レーボール大会が同体育館であり、3日間とも

に6,000人を超える観客が来場した。延べ210

人のボランティアと狭い空間に大勢の観客、複

雑な運営の組織体制、いろいろな課題も見つ

け、活動報告書にまとめている。

12月には、地下鉄東西線が開通し、1月には

bjリーグ最後となるオールスターゲーム（宮城

では2回目）がゼビオアリーナで開催された。こ

れに合わせて、全国のボランティア仲間にも呼

びかけ、各地の活動事例発表会のほか、前日準

備・懇親会、当日の運営まで一緒に活動した。

活動を「点」で終わらせずに、課題を見つけ、

改善して次につなげること、常にそれを意識し

て活動した1年であった。

3.さまざまな連携をベースに活動を展開
「ラグビーワールドカップ2019」「東京2020

オリンピック・パラリンピック競技大会」を控え、

2016年という1年はまさに助走の1年となった。

この年の仙台国際ハーフマラソン大会は先

着の受付がわずか23分で定員となり、人気の

定着ぶりがうかがえた。前年よりも案内を強化

し、「全員が案内係」というスローガンも作って

活動した。終わって感じるのは、もっともっとい

い大会にできるはず、ということであり、改善に

終わりはないことを実感した。

初めての活動としては、卓球日本代表女子

のリオ五輪を控えての合宿への対応だった。

仙台出身の福原愛選手と、同僚の伊藤美誠選

手はその後大会で銅メダルを獲得している。ま

た、同年7月には、研修会として仙台でのオリン

ピック・パラリンピックに向けての取り組みを学

び、その後ブラインドサッカーの選手を招き、

視覚障害などについて体験も交えて教えてい

ただいた。

9月には、宮城県ラグビーフットボール協会、

釜石市総務企画部ラグビーワールドカップ推

進室と連携し、ユアテックスタジアムで開催さ

れたトップリーグの試合で、ラグビーカフェを実

施した。これはラグビー関連のさまざまな展示

や寄せ書きのイベントなどを行うもので、コー

ヒーを配布しながらのアンケート調査なども

行った。こうして、釜石との連携がスタートした。

10月には、仙台を拠点に活動するフットサル

のヴォスクオーレ仙台と初めて連携し、リーグ

創設10年で初開催となったオールスターゲー

ムのボランティア活動を行った。これを契機に、

楽天イーグルスでの体験

カメイアリーナ施設見学での体験
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次のシーズンから、正式にチームにボランティ

ア組織を立ち上げることとなった。

4.多様なつながりが生む新たな活動
2017年の活動は、4月に行われた「フィギィ

アスケートモニュメント」（仙台市地下鉄東西

線国際センター駅前）のオープニングセレモ

ニーのサポートから始まった。モニュメントは、

仙台が日本のフィギィアスケート発祥の地とい

うことと、金メダリストの荒川選手と羽生選手

の出身地ということを記念して設置されたもの

であった。

6月からは正式にフットサルのボランティア組

織の立ち上げに関わった。

SV2004の活動は、小さな組織、少ない観

客やスポンサーで苦労するスポーツの運営サ

ポートのボランティアも大切であるが、同時に

だからこそ、地域にチームの存在を知らせ、共

に応援する環境づくりも大切な支援のあり方だ

と考えている。

スポーツボランティアの活動を市民組織とし

て継続していると、スポーツイベントの主催者

から運営に関わる警備・売店・行政・メディアな

ど、実に多様な人や組織とのつながりが生まれ

る。そうした関係は基本的には個人的なつなが

りであるものの、せっかくのつながりをもっと横

展開したいと思い、スポーツをキーワードとした

異業種交流会を始めたのはその年の12月のこ

とだった。名称は「せんだいスポーツサポーター

ズ・ネットワーク」（略称SSSN）としている。

参加者の自己紹介に始まり、それぞれの情

報提供や、時としてはテーマを募り、そのテーマ

にふさわしい方に話題提供していただいたり、

参加者でグループワークをしたりした。その後、

年に2度ほどは交流会も続け、そこでの出会い

から実に多くのつながりが生まれ、お互いにサ

ポートしあう、そんな光景がたくさん生まれた。

参加者もプロスポーツからスポーツ施設関

係者、学校や企業、福祉やまちづくりの団体、そ

して個人にも広がり、時代に合わせて変化して

いると感じている。今後はSNSなどを積極的に

活用することで情報の共有化を強化したり、オ

ンラインを活用したりすることで新しい広がり

も作っていく予定である。

スポーツに限らず人や組織がつながる場は

意識的に作らなければ生まれない。そうした仕

組みづくりの呼びかけに際し、利害関係を持た

ないボランティア組織が行うことで、意外にス

ムーズにいくケースも多いように思われる。

SSSNは、当初は20人ほどでスタートした

が、人が人を呼ぶことで一時は200人を超える

規模となった。発足当時は原則参加費無料で

スタートしていたが、2024年からは会場費など

の関係で年会費制に移行し、現在は140人ほ

どとなっている。

時代の変化を反映し、ここ数年はまちづくり

団体やマイナースポーツ、パラスポーツや福祉

団体などの参加が増えている。

月1回の定例会は、旬の話題提供や情報提

供を通じて、多様な人のつながりが生まれ、さ

まざまなイベントの誕生にもつながっている。ま

た、学生の参加も少しずつ増えており、SSSNの

出会いが就職につながる事例も生まれてきて

いる。

5.さらなる横展開を目指して
2018年に入り、SSSNから新しいスポーツ文

化も生まれてきた。その一つが「東北チアフェス

ティバル2018」で、私たちと同じように、スポー

ツのイベントやチームを支えるチアリーダーが、

東北中から集まり開催された大会であり、私た

ちも応援に参加した。

同年には「仙台スポーツ映画祭」もスタート。

スポーツを通じて若い方々がいろいろな挑戦を

する地域になってきたことが、ごく自然にうれし

く思う。ただ、いずれも経費の問題がハードル

となり、現在は残念ながら休止している。

SV2004では、活動の中で生まれたつながり
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を生かし、仙台大学とボランティアインフォと共

に、仙台スポーツボランティアプロジェクトを起

ち上げ、日本スポーツボランティアネットワーク

（JSVN）と連携して、スポーツボランティア研

修を18年、19年と2年連続開催した。それまで

は「研修は無料が当然」という風土があり、実

施するまで心配もあったが、18年の研修だけ

見ても、参加費を払って受講した人が180人近

くに上り、スポーツボランティアへの関心が高

まってきていることを実感した。

ボランティアの活動に終わりはない。いろい

ろなことに取り組めるのも、これまでのつながり

や、経験があるからだと感じている。さらなる横

展開を目指し、どう次の世代に引き継いでいく

か、今はそれが一番大きなテーマであると考え

活動している。

6.情報発信、研修、育成のための取り組み
2019年は久しぶりの大きなスポーツ国際大

会となるラグビーワールドカップが日本で開催

された。残念ながら仙台は開催地にはなれな

かったものの、東北からは釜石が開催地の一

つとなった。

この大会を通して得られたボランティアの募

集からオリエンテーション、事前の各種研修や

さまざまな運営のノウハウは、延期開催となっ

た東京オリンピック・パラリンピックをはじめと

する大きなスポーツイベントに対応する際の流

れや体制のあり方に大きな影響を与えた。何よ

りSNSなどを通じて地域や世代を超えた人の

つながりをつくり出したことは大きなレガシーと

いえる。

大会会場の一つ愛知県豊田市には、「ス

ポーツボランティアとよた」というボランティア

組織が誕生した。現在では約3,000人を超え

る登録者数となっている。

レガシーは「人と経験」だとすれば、一過性

のイベントではなかなか難しいテーマである

が、こうしたテーマを意識し準備することが何

より大切だと思われる。

仙台でも東京オリンピック・パラリンピック

を前に、宮城で活動するボランティアの受け皿

となることを想定し、「せんだいスポーツボラン

ティア・ステーション※7」が、スポーツコミッショ

ンせんだいの中に設置された。結果として、在

仙のスポーツボランティアをつなぎ、情報発信

や研修、育成のための取り組みが容易となり、

大きな節目となった。

（脚注）
※7 せんだいスポーツボランティア・ステーション：公式ホームページ
には「スポーツボランティアの募集・登録や、スポーツイベントのボラン
ティア情報の発信、スキルアップのための研修会や各種講演会の開
催により、既存スポーツボランティア団体や、今後活動を希望する人
への支援を通じ、多くの方が積極的にスポーツボランティア活動に関
われるよう支援していくものです」と掲載されている。仙台国際ハーフ
マラソン大会など、さまざまなスポーツイベントでのボランティア募集か
ら、中高生スポーツボランティア育成講座やスポーツボランティアマッ
チングなどの窓口として、育成や活動者の拡大に取り組んでいる。事
務局は「スポーツコミッションせんだい」の中にあり、スポーツイベントの
招致を役割とするコミッションと連携。スポーツ庁が地域スポーツの活
性化窓口としてコミッションを位置付けていることもあり、札幌市や静
岡県などでもコミッションがボランティア組織を運営している。

スポーツボランティア研修の様子

ロゴタイプとロゴマーク
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第6節	コロナ禍を経て

1.見えない相手と戦う
本来なら、オリンピック・パラリンピックの開

催によって、熱気に包まれるはずの2020年は、

世界規模の新型コロナウィルス感染症拡大に

より、社会の様相が一変した。

宮城県では、東京オリンピック・パラリンピッ

クに向けて数年をかけて「フィールドキャスト・

シティキャスト」という公式のボランティア活動

が計画されていた。加えて、仙台市が独自に取

り組むイタリアチームのキャンプ地誘致と連

携した「アーモイタリア」というおもてなしや交

流の活動や、中高生を中心として大会の盛り

上げに向けて準備してきた「せんだい・みやぎ

2020」の活動まで、さまざまなボランティア活

動が計画されていた。

しかし、新型コロナウィルス感染症拡大の

影響で大会が1年延期となり、同時に、この年

計画されていた多くのイベントも延期や中止と

なった。

SV2004がこの時期に大切にしたのは、どう

仲間の不安を軽減し、次につなげていくかで

あった。会員に対してメールで4月に実施した

アンケート結果を見ると、「モチベーション・コ

ミュニケーション・体力」の低下が懸念された。

そのため、ホームページに会員からの情報を集

め、前向きな情報発信を増やしたり、通常週1

回のメール配信を週2～3回にしたりなど、でき

る限り双方向となるよう取り組んだ。6月から7

月は、ボランティア向けの「新型コロナの予防

研修会」や「軽運動とオンラインの研修会」など

も実施した。

また、この時期に始めた歴史を学びながらの

ウォーキングは、すっかり人気が定着し現在も

続いている。

全国のボランティア仲間も、仙台・宮城同

様、活動の場がなくなり、モチベーションの低

下が見られたため、有志で5月にスタートした

のが「スポボラサプリ※8」というオンラインによる

ネットワークだ。これは「スポーツボランティア

を元気にしよう」という目的で急速に普及し注

目されていたオンラインツールを使用したもの

である。普段聞くことのできない方々のトークを

聞いたり、交流や情報交換をしたりしようとい

うもので、ほぼ月1回のペースで開催し、現在も

継続している。

登録者もスタート時は20人～30人だった

が、やがてボランティアだけではなく、イベント

主催者、学校関係者、行政やパラスポーツ関係

者まで広がり、現在では200人を超えるネット

ワークとなっている。

この年は変わるものと変えてはいけないもの

を判断しながら、安心安全を第一に、見えない

相手と戦いながら、活動再開の道を探った1年

となった。コロナ禍により、当たり前がそうでは

なくなることもあり得る、改めてそう考えさせら

れた1年であった。

（脚注）
※8 スポボラサプリ：「活動への不安を減らし、元気と笑顔を創るサプ
リメントのような企画を全国の仲間と、オンラインでつながり実行する
市民有志の組織です」を目的に、2020年5月発足。「活動への不安
を減らそう／活動への元気と笑顔を創ろう／つながること、楽しみを増
やそう」をスローガンにした。「テーマ」を決めての情報交換や、スポー
ツ関係者による講演企画、各地の仲間との交流企画などを定期的に
開催してきた。2022年からは、リアルでの交流会も開催し、オンライン
を通じてつながりが生まれた仲間が、実際に会うことで新しい交流・連
携の段階に入っている。

2.コロナ禍を乗り越える
新型コロナウイルス感染症の影響は予想以

上に長引いたが、2021年に入り、少し落ち着

いた時期からスポーツイベントは無観客から上

限を設定しての有観客となり、ボランティア活

動もゼロから人数や年齢制限を設けての活動

から、通常に近い活動まで戻っていった。

しかし、休止期間によるモチベーションの低

下や、感染への不安もあり、参加するボランティ

アは全国的に減少し、中には活動自体を停止

した組織もあった。
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活動参加時にはマスクやビニール手袋の着

用、消毒液での手洗いや参加時の検温を含む

健康チェックなどもあり、ボランティア活動も来

場者に対する検温や消毒のほか、巡回消毒や

座席などの清掃消毒なども加わった。何よりも

会話や接触が禁止されるなど、本来コミュニ

ケーションが好きなボランティアにとっては、つ

らい期間が続いた。

1年延期となった東京2020オリンピック・パ

ラリンピックも、多くは無観客での開催となり、

ボランティアにも大きく影響した。幸い宮城は

有観客での開催だったが、それでもシティキャ

ストで見ても当初登録の約3分の1程度の活動

にとどまった。

一方で前年ボランティアの活動場所が大き

く減少したことへの対応策として準備してきた

新しい活動の場づくりが実を結んだ。女子サッ

カーWEリーグの「マイナビ仙台レディース」、

女子バレーボールの「リガーレ仙台」にボラン

ティアの仕組みが導入された。また、施設型の

ボランティアとしてカメイアリーナ仙台とアイス

リンク仙台泉を核とする「FUN-TE」ボランティ

アが誕生し、これまでの年間継続のボランティ

ア組織が6つから10に増加した。

3.テーマは「スポーツ＋花と緑」
コロナ禍によって、スポーツやボランティア活

動や活動のための価値観にも変化が生じた。

それまでの「コミュニケーション」主体の活動

の楽しさが制約され、新たな活動の楽しみづく

りが必要となったのだ。

そのヒントは実は身近なところにあった。

2020年にスタートした歴史を学びながらの

ウォーキングがそれだ。これは健康づくりとコ

ミュニケーションの場づくりが目的だったが、

仲間の中に仙台市歴史博物館のボランティア

や、歴史好きのメンバーがいて、単に歩くだけ

でなく、住んでいても知らない仙台などの知識

を学べるということで次第に参加者が増えてい

たのだ。

ボランティアは当然それぞれ経歴も趣味や

持っている資格も異なるが、そのスキルを普段

のスポーツボランティアの活動に生かすことが

できたら、何より自分の好きなことが活動につ

ながれば、それは新たなやりがいにつながる。

そのことが、ウォーキングの成功から学んだこ

とであった。

さらに「スポーツ＋花と緑」というテーマにつ

いてであるが、これは実は以前から検討してい

たものだった。ベガルタ仙台や仙台89ERSの

試合の際に、長い間ボランティア仲間がトイレ

などに花を飾っていた。同時に仲間との会話の

中で華道の師範が複数いることも分かってい

た。また、2023年には「全国都市緑化フェア」

が仙台を会場として開催されることも決まって

おり、そこにつながるのではないかという思いも

あった。

実際の活動は「応援花」と名付け、誕生した

ばかりの「マイナビ仙台レディース」の会場で

実現した。来場された親子と一緒に花を活け、

応援花のコーナーをつくるというシンプルなも

のだが、女子サッカーらしい華やかさにもつな

がったと思う。コロナの影響で声出しの応援が

できないことを受けて、せめて、花で応援という

もので。現在まで続いている。

次に「スポーツと福祉」というテーマでは、道

路や公園などの公共空間を活用した「ボッチャ

体験」の取り組みを東北大学大学院や行政と

連携して実施し、結果、仙台市長杯というボッ

チャ大会の発足や、宮城県ボッチャ協会の誕

生にもつながっている。また、感覚過敏の子ど

もとその家族のためのセンサリールームの活

動が始まり、観たくても観戦機会の少なかった

方々にスポーツを楽しんでいただく活動を始め

ている。

「スポーツとアニメ」というテーマでは、ゴール

が最初からはっきり見えていたわけではなかっ

たが、カメイアリーナ（仙台市体育館）がアニメ
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「ハイキュー」の聖地だったこととつながり、施

設案内のボランティアとして2021年7月に活動

を開始した。その後映画のヒットもあり見学者

が大幅に増加し、ハイキューの登場人物が仙

台市の観光特使に任命され、モニュメントが

市内各地に設置されるなどし、2025年5月のア

リーナの改修工事前の公開イベントには2日間

で9,000人が来場している。

4.新しい日常の中で
2023年に入ると新型コロナウイする感染症

の影響が減り、スポーツのイベントが通常の

姿で開催され、4月から6月には全国都市緑化

フェアが予定どおり開催された。案内や植栽の

メンテナンスにはボランティアも活躍し、スポー

ツボランティアの仲間も多く参加するとともに、

スポーツチームと関連したイベントも会場でた

びたび開催された。

7月にはユアテックスタジアムでなでしこジャ

パンのワールドカップ壮行試合があり、大学生

による応援企画もあり1万人の観客が応援。ボ

ランティアも県外からの参加もあった。日常が

戻ったことでアニメーションの聖地としてのカメ

イアリーナの見学者も増加、8月19日には仙台

市の観光特使として、ハイキューモニュメント

が設置された。

5.イベントの多様化
2024年、バドミントンのSJリーグから始まっ

た1年だったが、フットサルのヴォスクオーレ仙

台の久々の1部リーグ昇格や、中断していた大

相撲仙台巡業の再開、7月にはユアテックスタ

ジアムでのラグビー日本代表戦など、スポーツ

の単発のイベントが増加しボランティアの活動

機会が増えた年となった。

また、パラスポーツの大会もボッチャを中心

に広がり、大学やボランティアにもチームが生

まれ、仙台市長杯も始まった。10月には2026

年からスタートするプロバスケットのBプレミア

リーグに仙台89ERSの参画も決定し話題と

なった。

6.まとめ
仙台・宮城のスポーツは長く市民・県民が応

援し、ボランティアとしても支援してきた。常に

課題はあったが、むしろ、ボランティアと主催者

が密接に連携し前向きに取り組んだことで、仙

台方式のごみの分別などは全てのスポーツ共

通のものとして定着している。

若い世代の育成のための中高生のスポーツ

ボランティア育成講座や、スポーツボランティ

アマッチングという仕組みも生まれた。その意

味では、スポーツに関わる人が互いに「支え合

う」関係が大きな特色である。また、スポーツボ

ランティアの活動が、プロスポーツやいろいろ

なスポーツイベントを横でつなぐ役割を果たし

ている点も特筆すべきことである。常にそうした

関係があるからこそ、コロナ禍の際にはいち早

く感染予防の研修を開催し、スムーズな活動

開始につなげたることができたといえる。

ボランティアはやらされるものではない。どう

したら「やりたい」ものにできるか、「楽しい」も

のにできるかを考えて改善を積み重ねてきたこ

とで、プロスポーツの官民一体の支援組織にも

ボランティア組織が参加するという信頼関係が

できていると考えられる。
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市民がスポーツを支える流れに関するサマリー
仙台にスポーツボランティアが誕生した時代背景と理由

①1993年誕生のJリーグのホームタウンの取り組み→地域
密着の中でのボランティア制度の普及

②インターネットの普及による情報発信の変化
→情報の迅速な共有

③1998年のNPO法による市民活動の活発化
→市民組織の活動を支援する仕組み

④1995年1月の阪神淡路大震災によるボランティアへの関
心の高まり

⑤2000年9月に策定されたスポーツ振興基本計画→地域
スポーツの振興、する・みる・支える

⑥市民がボランティアという形で災害や福祉、環境問題や地
域スポーツの振興に関わる背景には、さまざまな社会の変
化があった。

仙台のスポーツボランティアが関わった主なイベント

・1998年	 ブランメル仙台（現ベガルタ仙台）ボランティア
活動開始

・1999年	 ベガルタ仙台市民後援会発足
・2001年	 みやぎ国体、宮城障害者体育大会開催
	～ 全県で約3万人のボランティア参加
・2002年	 サッカーワールドカップ宮城大会
・2003年	 グランディ・21ボランティア発足
・2004年	 市民スポーツボランティア SV2004発足
・2005年	 楽天イーグルスボランティア活動開始（プロ野

球初）
・2005年	 プロバスケット仙台89ERSボランティア活動

開始
・2012年	 ねんりんピック開催
・2012年	 仙台国際ハーフマラソン一般ランナー参加
	 （一般ボランティア募集）
・2014年	 スポーツコミッションせんだい発足
	 （構成メンバーにボランティアも参加）
・2019年	 せんだいスポーツボランティアステーション発足
・2021年	 東京2020オリンピック・パラリンピックの宮城

大会開催
・2021年	 マイナビ仙台レディースボランティア発足
・2021年	 カメイアリーナ仙台ボランティア発足
・2021年	 リガーレ仙台ボランティア発足
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1.プロスポーツ・準プロスポーツの活動

年 チーム名 種目 登録数 延べ活動人数 平均活動者数

2016

ベガルタ仙台
サッカー
Jリーグ

188 1,886 94.3

2017 175 1,695 77.0

2018 171 1,569 74.7

2019 165 1,949 72.0

2020 159 534 31.4

2021 145 824 37.5

2022 123 926 45.0

2023 132 1,036 49.3

2024 131 866 45.5

2016

楽天イーグルス プロ野球

231 3,117 47.0

2017 238 3,287 50.0

2018 268 3,914 51.2

2019 263 3,482 52.0

2020 245 1,195 35.0

2021 194 2,324 32.0

2022 212 2,863 30.0

2023 200 2,279 31.0

2024 182 2,787 42.0

2016

仙台89ERS
バスケットボール

Bリーグ

161 1,237 44.2

2017 157 1,262 42.6

2018 138 1,073 36.0

2019 142 1,380 46.0

2020 152 839 40.0

2021 103 582 19.2

2022 81 406 16.2

2023 117 854 28.5

2024 110 594 28.3

2021

マイナビ仙台レディース
サッカー
WEリーグ

64 175 35.0

2022 60 288 36.0

2023 65 377 31.4

2024 73 293 24.4

2021

リガーレ仙台 バレーボール

47 56 28.0

2022 66 62 31.0

2023 92 111 27.8

2024 119 153 25.5

2022

ヴォスクオーレ仙台 フットサル

106 172 28.7

2023 112 192 30.0

2024 115 306 30.6

2016 580

2017 570

2018 577

2019 570

2020 556

2021 442 553

2022 419 651

2023 449 718

2024 423 730
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2.単発のスポーツの活動

イベント名 種目 登録者数 延べ活動人数 平均活動者数 主な活動内容

仙台国際ハーフマラソン大会
2024

ランニング 305 291 291.0
ドリンク配布・会場案内・
エコステーション 等

大相撲仙台場所2024
（4日間）

大相撲 277 258 64.5
会場設営・会場案内・
エコステーション 等

ツール・ド・東北 2024 自転車 133 133 133.0
エイドステーションでの
ライダー支援活動

仙台泉ヶ岳トレイルラン2024 ランニング 43 22 22.0
衛生管理・入場管理・
更衣室管理 等

TOUCH THE SPORTS！2024
〜からだを動かす楽しさをしろう!! 〜

イベント 28 28 10.5
受付・消毒・
パンフレット配布 等

2024年 786

2023年 738

【参考】在仙ボランティア団体登録者数

団体名 登録者数 2023年
市民スポーツボランティア SV2004 142 152

せんだいスポーツボランティア
ステーション

1,525 1123

FUN-TE！ボランティア 48 48

グランディ21ボランティア 88

カメイアリーナ仙台ボランティア 167 102

1,970 1,425

仙台・宮城のスポーツボランティア組織
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第4章	 スポーツ振興と人づくり
	 アイディアを形にする力─「発想」「段取り」「人脈づくり」
	 ［特別インタビュー／語り手：武田 均 氏］
	 仙台市スポーツ協会会長／仙台市サッカー協会会長／スポーツコミッションせんだい副会長

「仙台国際ハーフマラソン大会」や世界中の話
題を集めた仙台出身のフィギュアスケーター・
羽生結弦選手の凱旋パレード、東北楽天ゴー
ルデンイーグルスの日本一優勝パレードなど、
仙台市が担当したスポーツ関連イベントの要
にはいつも武田均氏の顔があった。ここでは武
田氏が携わった主なイベントに焦点を当て、そ
れらの発想や段取り、人脈づくりのヒントとな
る数々のエピソードを語っていただいた。

1.思い出深い祝賀パレード
❶発端

2006年開催のトリノ冬季オリンピックのフィ

ギュアスケート競技で、荒川静香さんがメダル

を取るかもしれない、と東北高校の五十嵐一

彌校長（東北高等学校第十一代校長、現校長

の父）から私に電話が入りました。この日、彼女

の母校である東北高校の階段教室に設けられ

たパブリックビューイングに誘われた私は、生

徒たちと一緒に演技を観戦し、金メダル獲得の

瞬間をともに喜びました。

ものすごく雪の降った日で、金メダルが決

まった時は、生徒たちも教員も大歓声でした―

その時の光景がスポーツ紙などで報じられま

したが―。降りしきる雪の中を車で帰る途中、

この情景を何度も思い出し、「これは祝勝パ

レードをするしかない」と確信しました。確かに

私の発案といえますね。実は、トリノオリンピッ

クでは、日本人選手の中で荒川選手一人だけ

が金メダルを取っていたわけで、彼女の気持ち

というよりは、もう仙台市民全員で祝うために

も仙台市中心部で大々的にパレードをすべき

だと決めました。そこから、この発想を形にする

ための奮闘が始まりました。

❷パレード開催の基準
よく聞かれるのが「パレード」をするための基

準があるのかということです。実際には、2006

年当時の仙台市には明確な基準はありません

でした。

荒川静香さんは、神奈川県鎌倉市生まれで

すが、利府町に約10年間住んでいた縁から、

利府町の観光大使に就任しています。利府出

身でしたが仙台市青葉区に住んでいて東北高

校に通っていたわけです。

金メダル獲得の次の朝、登庁してすぐ課内の

職員に荒川選手の祝勝パレードをやろうと言

いました。パレードの検討をしようとしているこ

と自体まだオープンではないけれど、本人や家

族はどう思うのだろうという意見も出て、じゃあ

聞いてみようということになりました。私がたま

たま荒川選手の母親の電話番号を知っており

まして、トリノに応援に行っていた家族が帰国

すると思われる3日後に直接連絡して会うこと

にしました。「今回の快挙をぜひ仙台市民とし

てお祝いしたいので、祝勝パレードを考えてい

るんですが、ご家族としてはいかがでしょう？」。

ご家族は「こんなにありがたいことはありませ

ん。でも私たちからお願いしますなんて絶対言

える話じゃないのですが、うれしいです」とおっ

しゃるので、「進めていいですか」、「はい」、と回

答いただきました。そこから初めて市役所の文

化スポーツ部内で話し、内諾が得られたので局

（当時は市民局）に上申していったわけです。

次なる問題は「ではどうやって、やるか、やれ

るのか…」でした。私たちの部署では「仙台国

際ハーフマラソン」の経験がありましたから、何

が大切でどこを説得すれば可能かというノウハ
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ウが蓄積されていました。そこでまず警察に打

診することにしました。公道で車両や人流を規

制してのパレードですから、宮城県警交通規制

課の説得に当たることにしました。すぐ伺って

相談しました。すると思いのほか感触がよくて、

仙台市がメインでやるのであれば、責任は仙

台市にあるということで、ダメとは言われません

でした。そこでいよいよ実現に向けて本格的に

取り組み始めたのです。

パレードの日時を確定するため、荒川さんご

本人に都合を確認し、3月27日（月）に開催する

と決めました。

トリノで日本が取った唯一の金メダルが荒川

静香選手だということで盛り上がる中、仙台市

とすればゆかりのある彼女のことも考えなくて

はならない、絶対やらなければならない、という

強い思いがあったのは今でもよく覚えています。

もちろん当時も市民栄誉賞はありましたが、

それとは別に、パレードを開催することで市民

の皆さんで彼女の金メダルを祝おうということ

です。普通、オリンピックもそうですが、有名な

方が仙台に来ると必ず市長表敬訪問とかしま

すよね。荒川さんは、世界選手権の時も来てく

れて、何回も仙台市を表敬訪問しています。で

も、世間的にはニュースとして出ていないんで

す。市長を表敬訪問して「よかったですね」「お

めでとう」というのはありますが、会う人たちも

結構クローズドなところがあります。そうではな

くて、絶対に市民の皆さんにお披露目すべき金

メダルだと確信しました。地元仙台の英雄、ヒ

ロインですかね。まさに誇りであり、シティプラ

イドを具現化してくれました。それを意識して、

仙台市民でよかった、喜びを共有できてよかっ

たと誰もが思えるようなひとときにしたいと思い

ました。

そしていよいよ2006年3月27日（月）、仙台市

中心部の東二番丁通の車両通行を規制しての

凱旋パレードが実施され、沿道には公称で約7

万3,000人の観衆が集まりました。実際はもっ

と多かったのでは、とも言われているようです。

❸生かされた仙台ハーフマラソンのノウハウ
実施と日時決定の段階でファンは日本国内

にとどまらず、海外からも大勢来るだろうと想定

できていました。また、人と車を止めるというの

はハーフマラソンのノウハウが生かせると考え

ていたので、あまり不安はありませんでした。ど

この交差点を止めるか、その手前から止めて人

を流す、車を流すというマラソン運営時の道路

規制に関するノウハウが、スポーツ振興事業団

にも市役所にもありました。

話は少しそれますが、仙台市は毎週土曜・日

曜ともなると東北6県から高速バスがたくさん

押し寄せ、大きな経済波及効果を生み出してい

ます。もし日曜日にフルマラソンで市内を2周す

るのでスタートから撤収まで8時間車両通行

止めにしたいと言ったら、仙台駅周辺や一番町

などの商店街はいい顔をしません。ハーフマラ

ソンにして、10時から12時までの間、車を止め

ますが我慢してくださいとか、高速道から下り

て仙台西道路のトンネルをくぐってくる高速バ

スの利用客には迷惑がかからないコースにし

ます、そういった配慮をした上で、「ぜひハーフ

マラソン大会をやらせてほしい」とお願いした

のです。仙台ハーフマラソンがこんなにも長く

続けてこられたのも、こうした配慮の上に成り

立っているといえます。

フルマラソンではなく、なぜハーフマラソンか

というと、現代風に言えばシティセールスとして

のマラソンと元々の都市機能を制限したりしな

いようバランスを取る上で、ハーフマラソンとい

うスタイルが合っていたといえるでしょう。また

参加者にとっても街の中心部を走れるのがこ

のマラソンのいいところで、けやき並木と二番

丁通の広 と々した道路と、新しくなった仙台駅

東側の道路を走れる、こんないいコースは他に

はないと思います。
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❹シビックプライド
パレードの開催について総括する話の中で

は、ハーフマラソンのノウハウが生かされている

というのは、これまでどこにも出ていない話で

す。都市機能と多様なイベントを融合し、上手

に着地させていることが重要なポイントです。

SENDAI光のページェントや定禅寺ストリート

ジャズフェスティバルが仙台市の重要なコンテ

ンツとなり、シティセールスとして活用され、今

ではシビックプライドとなっています。

もちろん、イベントもパレードもただやればい

いというものではありません。基本的にはこの街

に暮らしている方や商売をされている方の中に

は「やらなくていい」という方もいるわけで。でも

実施することによって、その結果、人出が増えた

り、効果として直接売上のアップにつながった

りするわけです。震災後、初めて日本一になっ

た東北楽天ゴールデンイーグルスの優勝パレー

ド※1のときは、パレードを一目見ようとなん十万

人も集まりました。とはいえ初めからそうなるか

どうかなんて誰も分からないので、その辺の見

極めが難しいところだともいえます。

今やこうしたシビックプライドは、街の活性

化の起爆剤とも言われ、プロスポーツを通じての

「地域活性化」や「地方創生」に効果的である

と、多くの自治体が注目し、さまざまな取り組み

がなされているところです。

（脚注）
※1 東北楽天ゴールデンイーグルスの優勝パレード：2013年11月
24日（日）に仙台商工会議所から五橋交差点まで全長約1.5㎞の
間で行われた。このパレードは、当日午前10時50分の出発式に始ま
り、11時にパレードが開始され、11時41分に終了した。球団社長と
ともに1・2軍の監督・コーチ・選手全員と、楽天イーグルス・マイチー
ム協議会会長（仙台商工会議所会頭）、同副会長、同顧問、宮城県
知事、仙台市長、仙台経済同友会代表幹事らが、それぞれオープン
カーとオープンバスに乗車。ブラスバンド（宮城県警音楽隊・消防音
楽隊）、東北ゴールデンエンジェルス、仙台フィルハーモニー管弦楽団
などが参加し盛大に開催された。パレード当日沿道に集まった観衆は
214,000人（主催者発表）で、天候は晴れで、気温12.9℃、風向きは
西の風3.5m、湿度56％と、絶好のパレード日和だった。

2.組織づくりと継承されるバトン
❶民間協働の運営体制づくり

体制づくりでいうと、どれをとっても仙台市

単独で実施することはできません。まず宮城県

に相談し、次に商工会議所に相談します。荒川

さんの時は、突然の発案だったということもあ

り、実施するに当たって、最初の課題は「予算

をどうするか」という相談でした。予算の見通

しがない中で、一番かかる経費が警備費です。

道路の奥の奥まで脇道も含めた規制・警備を

実施しなければなりません。当時、私が係わっ

ていたハーフマラソンのスポンサーが東洋ワー

クさんだったので、東洋ワークさんに相談しま

した。パレードの構想を話し、正直に警備費が

ほとんど確保できないことを話し、協力を要請

しました。すると、東洋ワークさんから会社の

スタッフジャンパーを着て運営に加わることを

条件に、当日の道路規制や警備をお引き受け

いただけることが決まりました。実際は何千万

円もかかるのでしょうが、安く上げることができ

て、荒川さんのパレードは大成功でした。民間

の協賛協力をいただく方式は、その後、「仙台

方式」と呼ばれ、スポーツの協会や団体の中で

広く知られるようになりました。

スポーツ関連イベントの役割でいうと開催告

知や機運の醸成も大事です。そのためメディア

にもかなり早目に相談していました。新聞で告

知するだけではなく、具体的には地元新聞社

の河北新報社さんに一歩踏み込んだところで

協力してもらうようになりました。ほかにも各メ

ディアやテレビ局にもかなり突っ込んだ部分で

協賛いただくようになりました。

そのノウハウが最終形となって発揮されたの

が、東北楽天ゴールデンイーグルス優勝までの

支援プロセスと凱旋パレードの実施です。

❷知恵を絞って収益確保
羽生結弦選手のパレードの資金集めのため

にTシャツ販売をしました。楽天イーグルスのパ
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レードは、荒川静香さんや羽生結弦選手のように

1人のパレードと違って、球団のパレードです

から、見込まれる経費総額が膨らみます。ピン

バッチや観戦券付きの個人協賛を募りましたし、

民間企業からの協賛金をいただき後押しをし

てもらいました。パレードに来る人たちのために

も力を出そうと皆で汗をかきました。

資金がないからといって、諦めてしまったら

絶対後悔する、そういう思いでしたし、あの決断

は間違っていませんでした。

Tシャツやピンバッチなど、グッズを作って皆

さんに資金集めに協力してもらおうということで、

自ら売りに回るわけです。「パレードを実現させ

たいのでご協力をお願いします」と言って回り

ました。市役所の中でも、稲葉信義副市長が

率先して皆で買おうと号令をかけてくださり多

くの市職員に買ってもらいました。

羽生さんの2回目のパレードの際は、価格

2,500円のTシャツを8万枚作って販売しまし

た。イベント会社の社長から、「1、2時間のイベ

ント1回で、8万枚のTシャツを売るなんて初め

て聞いた。やめたほうがいい」と忠告されまし

たし、別のイベント会社も同じ反応でした。しか

し、フタを開けてみたら市役所内の協力も大い

にありましたが、海外37カ国の人たちから注文

が舞い込み、発送業務に追われました。8万枚

売るというプレッシャーがありましたから、百貨

店の藤崎さん、三越さんにもお願いして販売して

もらいました。その結果、売り切れることができ

たわけですが、やはり直前まで売れるかどうか、

不安でしたし、怖かったですね。

❸受け継がれるバトン
Tシャツが思った以上に売れ、3千数百万円

もの余剰金が残りました。それを宮城県スケー

ト連盟に寄付し、この資金を元に県スケート連

盟では、リンクの氷を直し、事務局の車両を新

調することができました。つまりこの余剰金がア

スリート育成のための資金となり、千葉百音選

手の遠征資金の一部や育成費として活用され

たのです。

羽生さんのパレードの収益が次世代の選手

の養成につながり循環しているわけです。千葉

選手もそのことを知っているからこそ、次のオリ

ンピックでのメダルを目標にしているわけです。

荒川選手のパレードカーの隣に乗った子ど

もたちも、しっかりと自覚していました。世界選

手権出場の本郷理華選手もそうです。今こうし

てフィギュアの選手が続々と育っているのは、

荒川さんや羽生さんのパレードに来て、そこに

本郷理華選手もいて、今の千葉百音選手が

いてと、仙台のフィギュアの歴史がずっとつな

がってきたということです。

私が今一番注目している小学校5年生の菊

池英仁くん（現在小学校5年生=11歳）は、すご

く才能のある男の子です。全日本の合宿にも参

加しているほどですから。今は、佐藤駿選手の

後ろ姿を見て一生懸命練習に励んでいます。こ

うして次々と若手が育っているのは、やはり連

綿とバトンがつながっているからだと思ってい

ます。

3.「仙台方式」確立への道
❶記憶に残るイベントに

パレード開催時の体制をどうするか、に関連

した話になりますが、宮城県と一緒に河北新

報社さんにお願いして実現できた最大のイベン

トは、東北楽天ゴールデンイーグルスの優勝パ

レードですが、一方、仙台市が中心となって手

作り的に実施できたのが荒川選手と羽生選手

のパレードでした。

運営に当たって一番印象に残っているのは

「ゴミを出さないパレード」を実現できたという

点です。楽天も羽生さんも、「おめでとう」ではな

くて、「ありがとう」が飛び交っていました。これ

は羽生選手本人から出てきた強い「思い」です。

「こんなにたくさんの人がパレードのために努

力してくれている、また集まってくれることに感謝
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します。ありがとうございます」と本人が言いまし

た。皆さんにお礼を言いたいわけですね。おめで

とうじゃない、応援してくれたその気持ちに「あり

がとう」の気持ちで応えたいと。

ファンのかたがた、沿道に並んだ市民は「お

めでとう」だけど、本人は「ありがとう」と応える

というわけです。「ありがとう」が飛び交う。誰も

書かなかったし、多くのかたがたは知らないこ

とではありますが、そういう要素もあって成功

裏に終えることができました。

❷最後まで安全に、美しく
2013年11月24日開催した楽天イーグルス

の優勝パレードの人出が21万4千人といわれ

ていますが、ゴミが出なかったことに対して知

事と市長が本当に驚いていました。パレード

が終わっての帰り、河北新報社の前から村井

知事と奥山市長とバスに乗った時に、市長から

「ところで、ゴミはどうなるの」と聞かれました。

係長に電話で確認したら「回収用のゴミ袋を

いっぱい用意しましたが、全然ゴミがありませ

ん」との返事。それを伝えると皆さんとても感心

していました。

あの時のゴミのないパレードが誇るべきパ

レードになったと思うのは、その後ニューヨー

ク・ヤンキースのあの紙吹雪が舞い散るパレー

ドの画像を観るにつけ、これどうやってゴミ処

理するんだろうと考えさせられました。仙台はそ

れとは真逆に全くゴミのないパレードを実現さ

せていたわけです。今では、ゴミを出さない「エ

コパレード」がスタンダードになっています。

「紙吹雪をやろう」という話をしたこともあり

ました。事務局としては事故が起きたら大変な

ことになると分かっていたので説明し、最終的

には紙吹雪をやめました。それで旗とかの応援

に切り替え、あとは「自主的にゴミも持ち帰りま

しょう」と呼びかけました。あれがクリーンでき

れいなパレード、のちに、いわゆる「仙台方式」

といわれる「エコパレード」の始まりです。だか

らパレード全体を観ても、写真に撮ってもとに

かくきれいです。

仙台のパレードのマナーの良さと優秀さ、行

き交う「ありがとう」という言葉に象徴される、

自分たちのわが街のヒーローを仲間とし称え

感謝する。まさにわが街の誇り「シビックプライド」

です。

それに事故・怪我人も出ませんでした。あれ

だけの人出があったにもかかわらず、何にもあ

りませんでした。ファンの皆さんは高揚したで

しょうが、きちんと節度を守って応援してくれて

いたのが伝わりました。

❸時宜を得た目利き
今後のパレードについては、今回のミラノ・

コルティナオリンピックの佐藤駿選手とか、惜

しくも第4位だった千葉百音選手も、将来的に

はパレードの可能性は十分あると思います。メ

ダルを取ったらパレードはやった方がいいと思

います。要はその時の担当者（スポーツ振興課

の係長・課長とか）が、どう判断するかです。ま

た、「やる」と判断して上申するかです。企業の

社長さんも首長も、上の人は絶対に「誰が判断

したの」と聞きます。やはり担当する職員とした

ら迷い、考えると思います。もし私のところに相

談に来たら「やるべき」と答えると思います。間

違っても私のほうから「やれ」とは言えません。

やっぱり役所の職員がどのぐらいの熱量で「や

ろう」と、そう考えるかにかかっています。いつも

可能性はあります。

❹プライドと迷いの狭間で
あまり話したことはないのですが、ジレンマで

パレードできなかった案件もあります。2016年

のリオデジャネイロオリンピック、女子ダブルス

バドミントンで史上初の金メダリストになった

バドミントンの高松ペア、高橋礼華選手と松友

美佐紀選手です。彼女たちが仙台にいた時は

寮に入っており、学校と寮を行き来して練習に
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励んでいました。テレビのインタビューで「私、

仙台のことは全然わかりません」と答えている

のを見て、そうか一番町とか街の中を歩いたこ

ともなかったのだろうと思いました。高橋さんは

中高で6年間、松友さんは高校で3年間仙台に

いましたが、学校と寮の往復だけで一生懸命

練習に励んでいたわけです。それで金メダルを

取ることができたのは称賛すべきことですが、

仙台にいたことがあるというだけで、本当にパ

レードしていいのだろうかと迷いました。同じリ

オ・オリンピックでは仙台市生まれで「愛ちゃ

ん」の愛称で親しまれている卓球の福原愛さん

が銅メダルでした。この時、藤本章副市長から

「金メダル取った高松ペアの2人がいて、銅メ

ダルの愛ちゃんもいる。どうしたらいいと思う」

と電話をもらいました。私は3人一緒にパレー

ドの車に乗せては絶対駄目だと判断しました。

愛ちゃんのプライドを傷つけたくないし、愛ちゃ

んが乗るわけがないでしょうと言いました。それ

でパレードは行わないことにして、2016年10

月5日にバドミントン女子ダブルスで金メダルを

獲得した髙橋礼華選手と松友美佐紀選手に

当時の奥山市長が市役所の前で「賛辞の楯」

を贈呈しました。また10月18日には卓球女子

団体で銅メダルを獲得した福原愛選手に市長

が「賛辞の楯」を贈ったのです。それぞれそのワ

ンシーンだけ作ることができました。

そういう点で、このパレードの開催発案の際

には見えないルールがあった気がします。やは

りこの街への貢献度とか、いかにこの街のため

に頑張ってくれたのか、街を愛する気持ちがあ

るか、その人のパレードを行うことによって、市

民の皆さんが喜びを共有し、「この街が好きだ」

と共感してつながれる「シビックプライド」がな

ければならないということです。

今の話に出てきた人たちは、皆さん仙台にいた

人です。荒川さんもそうだし、羽生さんは小さい

時から仙台市民で、東日本大震災の時も市内

で被災しています。楽天はチームとして入ってき

てもらい、ベガルタ仙台も当然そうです。福原愛

ちゃんも金メダルを取っていれば当然やったで

しょう。やはり地元、地域との絆のある人、生粋

の仙台人とか、そういう環境で育った人だと市

民も街も盛り上がります。元々スポーツの効果

とはそういうものです。スポーツの力がもたらす

市民の感情があるからこそ、パレードが盛り上

がるのであって、この街だからできたものです。

最初に荒川さんのパレードをやりましょうと

言った時、当時の局長、上司も同僚も含めて賛

同してくれて、時間がかからずトントン拍子で

決裁いただけました。私が梅原克彦市長に説

明に行った際、「本当にやれるの」みたいな聞き

方をされました。日にちも決めて伝えたら「なぜ

この日、それも月曜日なのか」と言われました。

3月26日の計画でした。過去の気象データも調

べて、晴天の確率の高い特異日がこの日で月

曜日でした。「なぜ月曜日でそれもお昼にやるの

か」と、次 と々質問攻めでした。この日は月曜日

ですが、調べたところ過去何十年間雪が降っ

たことがありません。お昼の時間帯ですが子ど

もたちは春休みで学校は休み、沿道のオフィス

の人たちもお昼の時間帯だから絶対に観られる、

人が集まりやすいのでこの日、お昼にします、

と説得して実現したのです。

4.人脈づくり
❶根気強く足を運ぶ

今年の宮城県サッカー協会の新年会に日本

サッカー協会の宮本恒靖専務理事が初めて来

てくれました。私は日本サッカー協会には何回

も行っていまして、サッカーの国際大会を誘致

してくるわけです。「ぜひ仙台で開催してくださ

い」「仙台でU-18やるのでお願いします」という

ように、何度も足を運んでいると、それに動かさ

れるんですね。

バドミントン協会、ソフトボール協会、バレー、

バスケットボールも同様。何度も顔を合わせ、

仙台市の協会と県協会にもお話をしながらご
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挨拶して、仙台でこういうふうにやりたいんです。

ぜひ世界大会を、仙台開催でよろしくお願いし

ます。そうして人脈を作ってきたということです。

❷初めてのトライがノウハウになる
2004年のライブドアか楽天かという時、藤井

市長はあまり野球に詳しくなくて、佐々木謙副

市長が対応していました。両方の挨拶を平等

に受け入れていましたし、仙台市側としてはど

ちらに来てほしいとか公表していません。おそ

らく本当のところは日本プロ野球機構の関係

者しか分らないと思います。全て副市長が対応

し、プロ野球機構の各チーム代表が来庁し、代

表の皆さんに副市長がプレゼンテーションしま

した。さすが副市長で、これまた素晴らしいプ

レゼン内容でした。

今、仙台市には市民球場がありますけどそ

の当時はなくて、やはり宮城県の今の球場がど

うなるかと。それに県は直しますよという約束を

しながら誘致に動いていたと思います。何もな

いところに半年で5階建てのビルを造ったわけ

ですからこれもすごいです。もともと仙台駅東口

一帯の道路整備計画はありましたが、あんなに

盛り上がるとは思ってもいませんでした。楽天

球団が来て仙台市の中心部はもちろん、街全

体が変わりましたね。特に東口は活性化されま

した。

❸ウイン・ウインのネーミングライツ
野球はそういう面では強いコンテンツですが、

野球場の隣の陸上競技場のネーミングライツ

も実施しました。かつての宮城県陸上競技場

の指定管理者は宮城県スポーツ協会でした。

最初の指定管理者選定の時は仙台市スポーツ

振興事業団が負けまして4年後に指定管理者

になることを目標に研究、提案をして指定管理

者の権利を獲得しました。

もう一つ。当時の仙台市には400メートルの

公認トラックも、陸上競技場自体がありません。

昔は泉にありましたが私が壊してサッカー場と

テニスコートにしてしまいました。これはごめん

なさいですね。

もう県にしか残っていないので、仙台市と

しては、指定管理者としてネーミングライツを

取って管理するというのが目標でした。仙台市

財政局でネーミングライツを募集し弘進ゴムさ

んが獲得しました。弘進ゴムさんは広告効果が

あると思っていただいています。まさに指定管

理者、ネーミングライツという手法はよかったと、

大正解だと思います。

❹頑張っている競技の支援
あまりメジャーな競技ではありませんが、ソフ

トボール協会のサポートも印象的でした。東京

に行くたびに日本ソフトボール協会に行きました。

「仙台市での大会開催はどうですか」「競技大

会どうですか」と、オリンピックの前は必ず行っ

ていました。ソフトボールの大会に、何千人、何万

人とお客様が来るという現象が起こり、マイナー

スポーツの競技団体にも日の目を見る機会が

作れたと思っています。仙台市内では朝起き野

球とソフトボールが地域で盛んに行われています。

国体の種目でもソフトボールがあります。宮城県

は結構強くて、うちのチームには陸上自衛隊在

籍のピッチャーがいるとか、そういう話をたくさ

ん聞くわけです。私は30数年もスポーツ振興関

連の部署にいたこともありますが…。

思った以上に競技の参加人口が多く健闘し

ているスポーツに対して、仙台市でも支援して

いかなければ、と思うわけです。何々の大会を

誘致してほしいとか、うちの町でやってほしいと

か、東日本大震災で駄目になったけれど、復旧

できたら大会を開催したい、というと、県の協会

も市の協会も、皆応援してくれました。メジャー

ではないかもしれませんが本当に、すごく熱心

でした。

そのきっかけになった一つが2001年に県内

で開催された第56回国民体育大会、いわゆる
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宮城国体でした。この宮城国体は仙台市では

開催できなくて、当時の矢本町（現東松島市）

に球場があり、少年男女の会場。成年男女は

女川町でした。

❺広報の重要性
2001年の国体のときには、PRのためいろい

ろテレビにも出ましたが、やはり「いつ・どこで・

どんな」競技が行われるのか分かるようにチラ

シを作り、駅の案内所と三越の前で配布したの

が良かったようです。次の年の開催地である高

知県国体実行委員会の皆さんが視察に来て、 

チラシとか藤崎前から応援FAXを送ったりする

イベントの仕掛けを見て感心していました。せっ

かく県下で開催されている国体ですから、見に

行ってもらうためには「いつ・どこで・どんな」競

技があるのか、その情報を網羅したタブロイド

版を制作して配布しまた。

そして当時日本一と言われたのが運営ボラン

ティアでした。国体イヤーの年間を通じて全国

から1万5千人の運営ボランティアが参加してく

れました。選手や関係者の皆さんを受け入れる

ため「民泊」を利用するようになったのもこの大

会がきっかけで、後年の大会は同様の手法が

導入されるようになりました。

❻メディアと得意な競技にアプローチ
スポーツ大会の誘致には、メディアとのコラ

ボレーションも大事です。元々女子バレーボー

ルのアジア選手権は仙台開催の誘致に行って、

「負担金も払います」「予算化もしました」「仙

台でやりしょう」と交渉した結果招致が決まり

ました。その年の6月に開催される予定でした

が、SARS（サーズ：重症急性呼吸器症候群）

が流行してしまい、藤井市長に呼ばれ「仙台で

開催して市民がSARS感染したらどうする、中

止にしなさい」と言われました。それで日本バ

レーボール協会に出向いて中止することになり

ました。

「WHOの報告にあるとおり感染者が増えて

パンデミックになっては大変です。駄目です、

仙台市では開催できません」ということです。

WHOが収束宣言してから再度検討することに

しました。その後、同じ年の12月ころにはSARS

も沈静化し、翌年 1月に開催できたのです。

地元に広く知らせるためにはメディアとの付

き合いも大事です。国体の告知では河北新報

社さんと一緒になって考えて、「煙突」という記

事体広告を制作してもらいました。普通の記事

下広告ではなく、社会面の隣に煙突のように縦

長の広告スペースを組んで、上から下までスッ

と読めるわけです。こういうことが地元の新聞社

と付き合っているとできるわけです。

私は元々そういうのが強い人間ではないけれ

ど、テレビ局も含めて地元のメディアとつながり

やアイディアを出し合わないとことはうまく進み

ません。腰を低くして「申し訳ありません」とお願

いすることもたくさんあります。

私は、多くの皆さんに広く知らせるには、テレ

ビやSNSだけではなく、新聞でお知らせするこ

とも非常に大事だと思っています。

次項では、まとめとして、これからスポーツ関

連事業に関わる人たちに伝えたいこと、これま

での経験から感じていることを幾つかお話しし

たいと思います。

5.継承
❶メディアとの付き合い方

そのコツは「偏らないこと」です。要は選ばな

いこと。知ったかぶりせずに分からないことは

「分からない」と、素直に「すみません教えてく

ださい」とか、「可能ならここを取材してくださ

い」と、素直にお願いする。それができる付き合

いをすることです。

楽天の例です。楽天優勝パレードを計画した

時のことです。パレードの中継や取材について、

テレビ局や新聞社の皆さんが賛同してくれるか

分からないけれど、地元メディア各社に集まって
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いただいて、県庁の会議室で「よろしくお願いし

ます」と言って頭を下げた結果、あんなにうまく

放送されて、新聞にも掲載されたわけです。素直

にいろいろなことを隠さず正直にお願いすること

です。

メディアと素直に付き合えたことで成功した

のが、羽生選手の2回目のパレードでした。事

前に確認したところ、パレード当日は各社がヘ

リコプターを飛ばす計画でしたが、調整し1機

だけ飛ばして空撮のカメラ映像を共同編集して

放送することにしました。局同士も1機のヘリコ

プター映像を共有してコスト削減が図れること

から、民放とNHKも一緒に羽生さんのパレー

ドの配信映像を放送することができました。仙

台市がメディアセンターの運営を行い、メディア

との付き合い方、情報の流し方、全てを公平に

行ったことが成功につながりました。

公平にやりすぎて某局から噛みつかれたこと

もありました。「フィギュアはわが社が強いのに

なぜ、全て横並びなんだ」とガンガン言われまし

た。クレームを言われても、どこか一つのメディ

アに傾いたら絶対駄目です。フラットなお付き合

いを貫くことで他のメディアとの良い空気を作

れたと思っています。

とは言え、最後には少し配慮して、その局には

特別に3分間だけインタビューの時間をあげるか

ら、あっちの隅で羽生さんの画を撮っていいよ、

とフォローしました。大喧嘩した後でもその場で

納めるという大人の配慮です。

それに対して、他のメディアの人たちが目くじ

ら立てるようなこともありません。次は自分もと

思って胸にしまってくれているようです。今では

NHKも含めて各社、素直に受けとめてもらって

いると思います。

❷SNSの対応
「SNSの怖さ」ということに関してですが、羽

生さんのパレード開催の時に、「金メダリストを

トラックに乗せてパレードするなんて」とSNSで

批判され、炎上したことがありました。でもそれ

はちゃんとしたパレード用のトラックでしたが、

トラックの上に乗せてパレードする間違った話

が、一時的にすごく広まってしまい、これはネガ

ティブなニュースになりかねないなと判断して、

火消しをしました。パレード専用のトラックであ

ることを説明するプレスリリースを後から再度

流したりしました。

今後パレードを開催する後輩たちにとって

は、SNSへの配慮が必要になってくることを、肝

に銘じておいてほしいと思っています。以前はメ

ディア対策が主で良かったのですが、これから

はSNS対応になりますから。

あの時のパレード用のトラックですが、和歌

山県の方にあった当時日本に1台しかない車両

で、結果的にパレードに最も適した車両でした。

二番丁通の真ん中を進むパレード車両を沿道の

どの方向からも観ることできる構造でしたから。

SNSでいろいろと言われはしましたけれど、あ

んな良いものは他にありませんでした。現物を

みんなで見たら、見た人たちは異口同音に「お

お、すごいね」って話していました。SNSでいろ

いろと言ってくる人がいても、あまりいちいち答

えていくのも良し悪しで、逆に行き詰って、大変

なことになってしまいがちですから、ある程度は

線引きして、前を向いて関係の皆さんと協力し

ていくという姿勢が必要です。

いやだと思い始めたら、誰もこんなことやりた

くない、と思うかも知れません。ですから、やる

気や気持ちを大切にしながら、「どこまでやる

か」という判断力も必要だといえます。人それぞ

れの価値観の問題だと思います。荒川さんも、

楽天も、羽生さんも、その人の功績や価値を見

た時に、喜びを分かち合えるパレードなどの祝

勝イベントをやるべきだと感じる人が出てくれ

ば、今後も何回かパレード開催のチャンスはあ

ると思います。
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❸仙台とフィギュアスケート
二番丁通の反対側にパレードが終わった夜

中に行ってみましたが、周辺を歩き回って、羽生

選手がここに来たんだ思うと胸が熱くなりまし

たね。あのパレードはすごいことだったと実感し

ました。本当にケガ人も出なくて良かったなと。

仙台市民が大人しいというと失礼かもしれませ

んが、今は本当に市民の皆さんが、自分事とし

て協力的だったのだと感謝するばかりです。こ

れこそ「シビックプライド」と言えます。

仙台はフィギュアのメダリストを輩出してい

ますが、決してフィギュアスケートをする環境が

整った街ではありません。本来であれば恵まれ

た環境があってトップアスリートが生まれるわ

けですけが、唯一、「フィギュア発祥の地」という

ぐらいしか、仙台には拠り所がありません。当時

たまたまいい指導者がいて荒川さんが育ち、そ

こからスタートしています。

かつて、仙台市にはオレンジワン泉と勝山ス

ケーティングクラブの通年型リンクがあって、よ

り良い練習環境を求めて多くの選手が集まって

いました。そのオレンジワンのコーチとして長久

保裕※2さんという指導者がいました。長久保さ

んが指導する中、荒川さんをはじめ皆あそこが

ベースでした。今は経営者が変わり、長久保さ

んは名古屋に移っていますが、本郷理華さんも

教え子です。荒川さんとの年齢差はずいぶんあ

りますけれど。荒川さんは「アイスリンク泉」で長

久保さんという優れた指導者に教えてもらって

いました。いい指導者がいたからこそ、そこから

オリンピアンが育ったわけです。

羽生選手も2011年3月11日、あそこで練習

していました。震災の地震でリンクと冷凍機械

が被害を受けて全部駄目になった時、今の運

営会社の加藤商会の社長さんが仙台に来られ

て善後策を検討しました。ここを拠点に羽生選

手を筆頭に育っている人が大勢いるわけです

から、ここは何とか復活させなければという思

いでした。その結果少し時間がかかりましたが、

宮城県5千万円、仙台市5千万円、加藤商会も

5千万円拠出することになり、1億5千万でアイ

スリンク泉を修復しました。その間、羽生選手は

練習場所を求めて八戸に行っていましたが、仙

台市内で練習できる環境になったので戻ってき

ました。その後の結果はご存じのとおり金メダ

ル2大会連覇の偉業を成し遂げました。

仙台市はパレードだけではなく、その火を消

さないために、日本のフィギュアスケート発祥の

地と言われる五色沼の近くの国際センター駅

前に、羽生結弦・荒川静香両選手のモニュメン

トとパネルを設置しました。

いろいろな見せ方があると思いますが、他の

都市ではできない唯一無二の成果で、これは仙

台市の姿勢としてとてもいい考え方だといえま

す。羽生選手は結果として二つになりましたが

二つできたというのがとてもよかったと思いま

す。市民や観光客が気軽に行って写真も撮れる

ので、非常に良いコンテンツになっています。

あのときも民間から協賛金を受け取っていま

すが、街中にモニュメントを作る際に民間の協

賛金を集めたというのは珍しい例です。それは

花壇自動車学校さんや東洋ワークさんなどに

意図的に仲間に加わってもらうという手法でし

た。「わが街のヒーローを自分事にしてもらう」と

いう狙いです。どこでもそうですが、市だけでモ

ニュメントやパネルを設置するとなると、「一個

人を称えるために税金を使うのか」とか「そうい

う予算の使い方は反対だ」とかいう話が必ず出

てきますから。そういう方法を議会も含めて皆さ

んに説明し、納得いただいて実現しました。

国際センター設置の当日はお披露目を兼ね

て羽生さんと荒川さんのトークショーが開催さ

れました。仙台のファンだけではなく県外からも

千人を超える人たちが来場しました。

（脚注）
※2 長久保裕（ながくぼ ひろし）：日本の元フィギュアスケート選手、
フィギュアスケートコーチ。1972年札幌オリンピック代表。1972年
札幌オリンピックでペア16位に入った。競技引退後は千葉・新松戸
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で指導者となる。1988年から仙台市の「泉DLLアカデミー」のコーチ
となる。その後、長久保氏に師事すべく各地から有望選手が集まり、
1998年長野オリンピックには本田武史、田村岳斗、荒川静香、荒井
万里絵と4人の教え子が出場した。

❹課題は、国際大会開催可能な施設
スケートリンクの問題もありました。

今回のスケートリンク再開には、東京に本社

を置く株式会社加藤商会および株式会社パ

ティネレジャーとも連携していました。国際大会

などでは氷の厚さや質などに細かな規定があり

ます。例えばNHK杯国際フィギュアスケート競

技大会を呼ぶときの氷の厚さは普段とは違うと

か、彼らはすごく細かい技術のノウハウを持って

います。2007年に、市の上層部から仙台市体

育館でNHK杯国際フィギュアスケート競技大

会を誘致できないかと打診がありました。そのこ

ろ、日本スケート連盟は不正経理事件で、とて

も微妙な状態でしたが、日本オリンピック委員会

（JOC）に行きました。実は以前、国際フィギュ

アスケート競技大会は5年後に仙台でやると決

めてもらっていましたが、新体制になっており、当

時の方たちはいなくていたわけです。あの時の話

は流れてしまって、もうできないかもしれないと

覚悟を決めて交渉に臨みました。「これまで一

生懸命交渉して準備してきたのに白紙はないで

すよね？開催の順番も数年先まで決まっていま

すよね？」と根気強く交渉し、「大丈夫です。仙台

でやります」と回答をいただき、仙台市体育館

を会場に開催する確約が取れてほっと胸をな

でおろしました。

しかし今度はリンクの規定という問題があり

ました。氷の厚さやリンクから審判席との距離

の規定、オーロラビジョンの設置と、それに係わ

る会場の四つ角に当たる観客席の販売不可の

数といった、細かな調整が大変でした。普通な

ら5千席販売できるのにこうした縛りがあって

3,300席くらいしか販売できませんでした。それ

から規定ではフィギュアスケート、アイスショー

も観客は絶対立って応援しないことになってい

ます。バックヤードやメディア対応のスペースの

確保など細 し々たことが決まっています。事前の

約束があったので、この時は開催できましたが、

仙台市では次の開催はできないことを突き付け

られた形になった大会でした。しかしながら、大

きなフィギュア競技大会を誘致する場合のノウ

ハウはしっかりと残ったのです。

誘致しようと思っても、新しいスケート場作り

が現実には難しいですね。利府町のグランディ

21なら可能ですが、仙台市にはないわけです

から。

❺スポーツコミッションせんだい
ここでスポーツコミッションせんだいを設立

する前の話を一つ。

私が仙台市を退職する時、当時の奥山市長

から「武田さんはこのあと何をやるの？」と聞

かれました。結果的に公益財団法人仙台市ス

ポーツ振興事業団にお世話になるのですが、

すると仙台市だけで完結できないことがどんど

んできてきてしまい、奥山市長からも次なる打

ち手を求められ、「この問題を解決するにはス

ポーツコミッションが必要です」回答したことが

スポーツコミッションせんだいの設立につなが

りました。

スポーツコミッションとは、スポーツや関連イ

ベントの振興や支援を、広域的に都市連携で

行う業務のことです。2026年のミラノ・コルティ

ナオリンピックもこのスタイルですね。

このスポーツコミッションせんだい設立の時

定めたのが「する、みる、ささえる。」というコンセ

プトです。そして私はこれに「ひろがる。」を加えま

した。この「広がる」は企業のことを指しています。

❻組織づくり、そして協働と役割分担
現在のイベントの実行組織づくりという点で

は、最初の荒川静香さんのパレードのようなイ

ベントでしたら、市庁舎内部の職員で運営でき

ると思います。宮城県警に相談し、民間企業の
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支援もいただきましたが、宮城県職員の参加は

なかったので、本当に市役所内の実行組織で

完結できたパレードだといえます。例えると、卵

の黄身のまわりに白身があるような感じで、中

心には仙台市役所があるかもしれませんが、そ

の周りにメディアや企業がいい距離感で一緒

に立ってくれている、そんなイメージです。

東日本大震災の後に始まった「東北六魂祭」

は仙台商工会議所との連携で、当時の間庭洋

専務理事のお骨折りがあって実現しました。そ

の後は東北6県持ち回りで開催され、やがて毎

年の継承イベントに代わり、2025年の大阪万

博では東北6県の祭り「東北絆まつり」が東北

の復興を世界に知らせましたね。当時、奥山恵

美子市長と間庭専務理事とのつながりや、代

理店や河北新報社のサポートもあり、スムーズ

な運営ができました。

イベントの開催に際し、民間や市民から集

まったお金や開催後残ったお金を活用すること

を考えると、仙台市や宮城県などの役所がトッ

プに立つわけにはいきません。

楽天の優勝パレードにしても、予算がどれく

らい必要なのか想像もつきませんでした。チー

ム全員がパレードに参加するにはバスが5台必

要だと分かっても、それで幾らかかるのか分か

らないわけです。そして、6千万円かかるといわ

れても、今度は「どうやって資金を集めるか」と

いう問題に直面します。単価3千円のバッチを

売ることで可能なのだろうか…と。

河北新報の児玉聡さんが、日本ハムファイ

ターズの祝勝パレードの情報を集めてくれ、優

勝カウントダウン時点から新聞紙上で盛り上げ

てもらい、協賛金集めも河北新報社さんに番頭

役をやってもらうことなり、協賛金の窓口には、

一緒に事務局運営にあたってくれる仙台商工

会議所さんにお願いしました。そうして、結果と

して、周りの企業や団体、市民からの協賛金な

どで助けていただきました。このように、「協働」と

「役割分担」を明確にすることによって、より大

きな相乗効果が生まれることを体験することが

できたと考えています。

武田 均（たけだ ひとし）

［プロフィール］
1953年宮城県仙台市生まれ。東北学院大学法学部
卒業後、1976年に旧宮城町役場に入庁。仙台市と
宮城町の合併に伴い、1987年仙台市職員に。教育
局スポーツ課長、仙台市東京事務所長、市民局次長
兼文化スポーツ部長を経て、2014年公益財団法人
仙台市スポーツ振興事業団の常務理事へ。その後同
事業団の相談役を経てスポーツコミッションせんだい
副会長に就任。藤井黎、梅原克彦、奥山恵美子、そし
て現職の郡和子市長と4代の市長に仕える。
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